
「
災
害
に
負
け
な
い
」

笠
原
小
児
童
が
熱
演

（
関
連
記
事
18
ペ
ー
ジ
）

12月16日㈰は「衆議院議員総選挙」と
「最高裁判所裁判官国民審査」の投票日です
八女市表彰式典
年末年始の「ゴミ収集」と「し尿くみ取り」
児童扶養手当のご案内

2～3
4
5
6～７

【今月の主な内容】
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12
月
16
日
㈰
は
「
衆
議
院
議
員
総
選
挙
」
と

「
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
」
の
投
票
日
で

す
。
選
挙
は
、
こ
れ
か
ら
私
た
ち
の
意
思
を
政
治

に
反
映
さ
せ
る
大
切
な
機
会
で
あ
り
、
私
た
ち
が

主
権
者
と
し
て
政
治
に
参
加
す
る
唯
一
の
機
会
で

も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
の
国
政
を
任
せ
る
人

を
、
自
分
自
身
の
一
票
で
悔
い
の
な
い
よ
う
に
選

び
ま
し
ょ
う
。

　　
満
20
歳
以
上
の
日
本
国
民
に
は
す
べ
て
選
挙
権

が
あ
り
ま
す
が
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

な
け
れ
ば
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
今
回

の
選
挙
で
投
票
で
き
る
の
は
次
の
要
件
に
あ
て
は
ま

り
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

【
年
齢
居
住
要
件
】

　
平
成
４
年
12
月
17
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
平

成
24
年
９
月
３
日
以
前
か
ら
八
女
市
に
居
住
し
、
引

き
続
き
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

【
八
女
市
に
転
入
し
た
人
は
？
】

　

平
成
24
年
９
月
３
日
ま
で
に
転
入
届
を
す
ま
せ

た
人
は
、八
女
市
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
八
女
市
か
ら
転
出
し
た
人
は
？
】

　

平
成
24
年
８
月
16
日
か
ら
12
月
16
日
ま
で
に

他
の
市
町
村
に
転
出
し
た
（
す
る
）
人
で
、
転
出

先
の
市
町
村
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な

い
場
合
、
八
女
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
れ
ば
八
女
市
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
仕
事
や
旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
、
買
い
物
、
出
産
が

近
い
な
ど
の
理
由
で
当
日
投
票
所
へ
行
っ
て
投
票

で
き
な
い
（
見
込
み
の
）
人
は
、
期
日
前
投
票
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
投
票
の
際
に
は
「
投
票

所
入
場
券
」
を
持
参
く
だ
さ
い
（
届
い
て
い
な
い

時
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）。

◦
期
日
前
投
票
所

　
投
票
所
入
場
券
は
、
各
家
庭
に
郵
送
で
お
届

け
し
ま
す
。
世
帯
ご
と
の
封
筒
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ミ
シ
ン
目
に
沿
っ
て
開
封
し
、
個
人
ご
と

に
切
り
離
し
て
投
票
所
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
も

し
、
入
場
券
を
紛
失
さ
れ
た
り
、
お
手
元
に
届
い

て
い
な
か
っ
た
り
し
て
も
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
投
票
所
の
受
付
係
員
に
お
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
入
場
券
に
は
投
票
会
場

を
記
載
し
て
い
ま
す
。

　
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
、
仕
事

な
ど
で
遠
く
に
行
っ
て
い
る
人
は
、
八
女
市
に
投

票
用
紙
等
の
請
求
を
し
て
、
滞
在
地
の
選
挙
管

理
委
員
会
に
お
い
て
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
他
、
県
が
指
定
す
る
病
院
ま
た

は
施
設
に
入
院
・
入
所
し
て
い
る
人
は
、
そ
の
病

院
ま
た
は
施
設
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
投
票
を
す
る
と
き
は
、
選
挙
人
が
自
分
で
記

載
し
て
投
票
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ

◉
投
票
で
き
る
人
は
…

◉
期
日
前
投
票
に
つ
い
て

◉
投
票
所
入
場
券
に
つ
い
て

◉
不
在
者
投
票
に
つ
い
て

◉
代
理
投
票
・
点
字
投
票
も
で
き
ま
す

◦
八
女
市
役
所
２
０
５
会
議
室

▽
期
間
＝
12
月
５
日
㈬
～
15
日
㈯

▽
時
間
＝
８
時
30
分
～
20
時

※
最
高
裁
国
民
審
査
は
12
月
９
日
㈰
か
ら
し

か
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

◦
上
陽
支
所
小
会
議
室

◦
黒
木
総
合
支
所
第
５
会
議
室

◦
立
花
市
民
セ
ン
タ
ー
１
０
１
研
修
室

◦
矢
部
公
民
館

◦
星
野
村
行
政
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
集
会
室

▽
期
間
＝
12
月
９
日
㈰
～
15
日
㈯

▽
時
間
＝
８
時
30
分
～
20
時

※
期
日
前
投
票
は
、
お
住
ま
い
の
地
域
に
か
か
わ
ら

ず
、
右
記
６
か
所
ど
こ
で
も
投
票
で
き
ま
す
。

入
場
券
を
係
に
見
せ
て
く
だ
さ
い
。

選
挙
人
名
簿
で
本
人
確
認
し
ま
す
。

※
入
場
券
が
届
い
て
い
な
い
時
は

結
構
で
す
。

受
付
を
し
ま
す

小
選
挙
区
の
投
票
用
紙
を

受
け
取
り
ま
す

小
選
挙
区
を
投
票
し
ま
す

小
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
の
投
票
用

紙
と
番
号
札
を
受
け
取
り
ま
す
。

投
票
記
載
所
で
候
補
者
の
氏
名
を

書
き
ま
す
。

小
選
挙
区
選
挙

の
投
票
箱
に
投

函
し
ま
す
。

小
選
挙
区
選
出
議

員
選
挙
投
票
用
紙

番号札を受け取る

投票用紙を
1枚受け取る

投
票
箱

小
選
挙
区

１２３

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
は
12
月
15
日
㈯
ま
で

投
票
の
仕
方
と
順
序

※
今
回
の
選
挙
は
３
回
投
票
し
ま
す
。

12
月
16
日
日
は「
衆
議
院
議
員
総
選
挙
」と

「
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
」の
投
票
日
で
す



　
八
女
　
太
郎

　
黒
木
　

し
、
身
体
の
故
障
な
ど
に
よ
り
自
分
で
記
載
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
投
票
所
の
係
員
が
投

票
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
ま
た
、
点
字
で
の
投

票
も
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
受
付
の
係
員
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。
ど
ち
ら
の
投
票
も
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

　
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
ま
た
は

介
護
保
険
被
保
険
者
証
を
お
持
ち
の
選
挙
人
で
、

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
人
ま
た
は
介
護
保

険
法
の
被
保
険
者
証
の
要
介
護
状
態
区
分
が「
要

介
護
５
」
の
人
は
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
が

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
障
害
の
程
度
の
等
級
が
限
ら
れ
て
お
り
、
手
続

き
に
は
期
間
を
要
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
選
挙
管

理
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
衆
議
院
小
選
挙
区
選
挙
・
比
例
代
表
選
挙
に
つ

い
て
は
選
挙
公
報
を
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
の
国

民
審
査
に
つ
い
て
は
審
査
公
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
ま
た
、
小
選
挙
区
選
挙
の
公
営
ポ
ス
タ
ー
掲
示

板
を
市
内
に
設
置
し
ま
す
。
も
し
、
こ
の
掲
示
板

が
こ
わ
れ
て
い
る
と
き
は
、
お
手
数
で
す
が
市
選

挙
管
理
委
員
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

投
票
所
の
統
廃
合
な
ど
で
投
票
所
ま
で
の
距

離
が
遠
く
な
っ
た
地
域
を
対
象
に
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
を
利
用
し
た
投
票
所
ま
で
の
送
迎
バ
ス
を
運
行

し
ま
す
。
対
象
地
域
は
、
旧
黒
木
町・旧
立
花
町・

旧
上
陽
町
・
旧
矢
部
村
・
旧
星
野
村
の
一
部
地
域

と
な
り
ま
す
。
バ
ス
の
運
行
ル
ー
ト
と
時
間
に
つ

い
て
は
、
対
象
地
域
の
住
民
の
皆
さ
ん
に
は
直
接

チ
ラ
シ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
日
時
＝
12
月
16
日
㈰　

21
時
15
分
～

▽
場
所
＝
総
合
体
育
館
２
階
球
技
場

※
開
票
の
状
況
を
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
ま
す
。

(http://w
w

w.city.yam
e.fukuoka.jp)

投票所と投票時間

◉
選
挙
公
報
・
審
査
公
報
を
お
届
け
し
ま
す

◉
一
部
地
域
で
の
送
迎
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

◉
即
日
開
票

◉
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
に
つ
い
て

投票所 会　場 投票時間
第１投票所 福島小学校体育館 7時～ 20時

第２投票所 八女市民会館「おりなす八女」研修棟 7時～ 20時

第３投票所 長峰小学校体育館 7時～ 20時

第４投票所 八女市総合体育館 7時～ 20時

第５投票所 上妻小学校体育館 7時～ 20時

第６投票所 三河小学校体育館 7時～ 20時

第７投票所 八幡小学校体育館 7時～ 20時

第８投票所 川崎小学校体育館 7時～ 20時

第９投票所 忠見小学校体育館 7時～ 20時

第10投票所 岡山小学校体育館 7時～ 20時

第11投票所 西中学校体育館 7時～ 20時

第12投票所 農業活性化センター 7時～ 19時

第13投票所 八女市研修センター「発心」 7時～ 19時

第14投票所 黒木地域交流センター「ふじの里」 7時～ 19時

第15投票所 豊岡コミュニティセンター 7時～ 19時

第16投票所 串毛コミュニティセンター 7時～ 19時

第17投票所 木屋農村環境改善センター 7時～ 19時

第18投票所 笠原集会所 7時～ 19時

第19投票所 大淵小学校体育館 7時～ 19時

第20投票所 立花市民センターイベントホール 7時～ 20時

第21投票所 筑南小学校体育館 7時～ 20時

第22投票所 白木コミュニティセンター 7時～ 19時

第23投票所 旧上辺春小学校体育館 7時～ 19時

第24投票所 矢部公民館 7時～ 19時

第25投票所 星野行政福祉センター 7時～ 19時

注）岡山校区は、前回の統一地方選挙から第10投票区および
第11投票区に分割されています。

◦
選
挙
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

八
女
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
総
務
部
総
務
課
内
☎
２
３
・
１
１
１
１
）

投
票
箱

比
例
代
表

投
票
箱

国
民
審
査

比
例
代
表
と
国
民
審
査
の

投
票
用
紙
を
受
け
取
り
ま
す

比
例
代
表
と
国
民
審
査
を

投
票
し
ま
す

小
選
挙
区
の
投
票
が
終
わ
っ
た
ら
、

番
号
札
と
引
き
換
え
に
比
例
代
表

投
票
用
紙
と
国
民
審
査
の
投
票
用

紙
を
受
け
取
り
ま
す
。

比
例
代
表
選
挙

の
投
票
箱
に
投

函
し
ま
す
。

国
民
審
査
の
投

票
箱
に
投
函
し

ま
す
。

比
例
代
表

投
票
用
紙

国
民
審
査
の

投
票
用
紙

番号札を返す

投票用紙を
２枚受け取る

４５
投
票
箱
へ

投
票
記
載
所
で
比
例
代
表
は
必
ず

政
党
名
を
書
き
ま
す
。
国
民
審
査

は
、
や
め
さ
せ
た
方
が
よ
い
と
思

う
裁
判
官
の
氏
名
の
上
の
欄
に「
×
」

を
書
い
て
く
だ
さ
い
。
や
め
さ
せ
な

く
て
も
よ
い
と
思
う
裁
判
官
に
つ
い

て
は
、何
も
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

6
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八
女
市
表
彰
式
典
が
10
月

31
日
㈬
、
お
り
な
す
八
女
は
ち

ひ
め
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
政
功
労
者
10
人
と
善
行
篤
志

者
１
人
に
三
田
村
市
長
か
ら
感

謝
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。
三
田
村
市
長
は
式
辞
で

「
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
道
で
八
女
市
政
の
振

興
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
ご
苦
労
に
対
し
て
、

深
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
と
と

も
に
、
今
後
も
八
女
市
の
振
興

発
展
の
た
め
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。
受

賞
者
を
代
表
し
て
井
上
賢
治
さ

ん
が
「
受
賞
を
機
に
さ
ら
に
精

進
し
て
八
女
市
の
発
展
の
た
め

に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
お
礼

を
述
べ
ま
し
た
。

今
年
度
の
受
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
（
順
不
同
、敬
称
略
）。

◉
市
議
会
議
員

▽
井
上
賢
治
（
上
陽
町
上
横
山
）

多
年
に
わ
た
り
八
女
市
議
会

議
員
と
し
て
地
方
自
治
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

◉
行
政
区
長

▽
松
延 

新
（
本
町
）

多
年
に
わ
た
り
行
政
区
長
と

し
て
八
女
市
政
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

◉
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

▽
金
ケ
江
悦
子
（
吉
田
）

▽
大
塚
國
治
（
黒
木
町
今
）

▽
竹
下
義
和
（
立
花
町
上
辺
春
）

多
年
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

◉
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

審
査
会
委
員

▽
小
原
清
信
（
久
留
米
市
）

多
年
に
わ
た
り
情
報
公
開
・

個
人
情
報
保
護
審
査
会
委
員
と

し
て
個
人
情
報
保
護
制
度
の
充

実
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

◉
保
護
司

▽
近
藤
宏
章
（
納
楚
）

▽
佐
藤
邦
子
（
立
花
町
北
山
）

▽
栗
原
民
男
（
矢
部
村
北
矢
部
）

多
年
に
わ
た
り
保
護
司
と
し

て
非
行
・
犯
罪
者
の
更
生
社
会

復
帰
の
助
言
援
助
を
行
い
更
正

保
護
の
充
実
発
展
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

◉
産
業
功
労
者

▽
中
村 

貴
（
津
江
）

多
年
に
わ
た
り
商
工
会
議
所

会
頭
と
し
て
商
工
業
の
振
興
発

展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

◉
篤
志
者

▽
堤 

猛
（
筑
紫
野
市
）

未
来
を
担
う
子
ど
も
の
教
育

振
興
の
た
め
多
額
の
資
金
を
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。

♦
市
政
功
労
者

♦
善
行
篤
志
者

市
政
功
労
者・善
行
篤
志
者

11
人
を
表
彰

お礼を述べる井上さん

受賞された市政功労者・善行篤志者の皆さん



広報やめ　2012.12.15

年末年始の「ごみ収集」と「し尿くみ取り」は次のと
おりです。この期間はごみの量の増加が見込まれ、交
通事情などにより収集時間が変わることがあります。
収集後のごみ出しがないようにお願いします。年末の
ごみの直接持ち込みは混雑しますので、時間にゆとり
をもって持ち込んでください。

年
末
年
始
の
休
止
期
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
南
筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
（
柳
川
本
庁
舎
）

　

12
月
28
日
㈮
～
１
月
９
日
㈬
ま
で

▼
南
筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
（
八
女
分
庁
舎
）

　

12
月
18
日
㈫
～
１
月
４
日
㈮
ま
で

◉
問
い
合
わ
せ
＝
南
筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

（
☎
０
９
４
４
・
７
２
・
２
１
６
３
）

年末年始の「犬・ねこ
の引き取り業務」

※八女市環境センターへの直接持ち込みは、９時～ 15時（12時～ 13時を除く）までです。

※クリーンセンター・リサイクルプラザへの直接持ち込みは、８時30分～ 16時45分までです（不燃・資源ごみ
の持ち込みは搬入証明書が必要となります）。
※12月31日㈪は搬入証明書の発行業務は、本庁で通常どおり行います。

※年末年始は大変混雑することが予想されますので、し尿くみ取りの予約はお早めに
指定業者にお申し込みください。
▽旧八女・立花・上陽・星野地区にお住まいの皆さんは12月7日㈮まで
▽旧黒木・矢部地区にお住まいの皆さんは12月20日㈭まで

八女・立花
12
月
24
日
㈪

25
日
㈫

26
日
㈬

27
日
㈭

28
日
㈮

29
日
㈯

30
日
㈰

31
日
㈪

１
月
１
日
㈫

２
日
㈬

３
日
㈭

４
日
㈮

５
日
㈯

６
日
㈰

７
日
㈪

８
日
㈫

燃えるごみ（市収集） × ○ × ○ ○ × × ○ × × × ○ × × ○ ○
クリーンセンターリサイク
ルプラザ（直接持ち込み） × ○ ○ ○ ○ × × ○ × × × ○ × × ○ ○

黒木・上陽
矢部・星野

12
月
24
日
㈪

25
日
㈫

26
日
㈬

27
日
㈭

28
日
㈮

29
日
㈯

30
日
㈰

31
日
㈪

１
月
１
日
㈫

２
日
㈬

３
日
㈭

４
日
㈮

５
日
㈯

６
日
㈰

７
日
㈪

８
日
㈫

燃
え
る
ご
み（
市
収
集
）

黒　木 × ○ ○ ○ ○ × × ○ × × × ○ × × ○ ○
上　陽 × ○ × ○ ○ × ○ × × × × ○ × × ○ ○

矢　部 × ○ × ○ × × ○ × × × × ○ × × ○ ×

星　野 × ○ ○ ○ ○ × × ○ × × × ○ × × ○ ○
八女市環境センター

（直接持ち込み） × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × × ○ × × ○ ○

12
月
24
日
㈪

25
日
㈫

26
日
㈬

27
日
㈭

28
日
㈮

29
日
㈯

30
日
㈰

31
日
㈪

１
月
１
日
㈫

２
日
㈬

３
日
㈭

４
日
㈮

八女・立花 × ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○
黒木・上陽・矢
部・星野の一部

（小野地区・椋
谷 1 区）

× ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ×

星野の一部（椋
谷 2 区、星野地
区、上郷地区）

× ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○

◉問い合わせ
社会環境課生活環境係（☎ 23・1462）　
立花支所　市民生活福祉課生活福祉係（☎ 23・4933）
黒木総合支所　市民生活福祉課環境係（☎ 42・1463）
上陽支所　市民生活福祉課市民生活福祉係（☎ 54・2218）
矢部支所　市民生活福祉課市民生活福祉係（☎ 47・3111）
星野支所　市民生活福祉課市民生活福祉係（☎ 52・3113）

年末年始の
「ごみ収集」と「し尿くみ取り」

燃
え
る
ご
み

し
尿
く
み
取
り

＊＊月曜日収集地区



6　2012.12.1　広報やめ

　
父
母
の
離
婚
等
に
よ
り
、父
（
母
）

と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童

に
つ
い
て
、
手
当
を
支
給
す
る
制
度

で
す
。
そ
の
目
的
は
、
母
子
・
父
子

世
帯
等
の
生
活
の
安
定
を
図
り
、
自

立
を
促
進
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
手
当
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
児
童
（
18
歳
に
達
す
る
日

以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の

間
に
あ
る
者
、
障
が
い
児
に
つ
い

て
は
20
歳
未
満
）
を
監
護
し
て
い

る
母
（
父
）、
ま
た
は
母
（
父
）
に

代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
父
ま
た
は
母
が
婚
姻
を
解
消
し

た
児
童　

▽
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

▽
父
ま
た
は
母
が
施
行
令
に
定
め

る
程
度
の
障
が
い
状
態
に
あ
る
児

童
で
公
的
年
金
の
加
算
対
象
と

な
っ
て
い
な
い
児
童

▽
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か

で
な
い
児
童

▽
父
ま
た
は
母
が
Ｄ
Ｖ
保
護
命
令

を
受
け
て
い
る
児
童

▽
父
ま
た
は
母
か
ら
１
年
以
上
遺

棄
さ
れ
て
い
る
児
童

▽
父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り
引

き
続
き
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い

る
児
童

▽
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎

し
た
児
童

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と

き
は
、
手
当
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

▽
父
ま
た
は
母
が
婚
姻
の
届
出
は

し
て
い
な
く
て
も
事
実
上
の
婚
姻

関
係
（
内
縁
関
係
）
が
あ
る
と
き

▽
手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
父

（
母
）
ま
た
は
養
育
者
が
、
日
本
国

内
に
住
所
を
有
し
な
い
と
き

▽
対
象
児
童
が
日
本
国
内
に
住
所

を
有
し
な
い
と
き

▽
対
象
児
童
が
里
親
に
委
託
さ
れ

た
り
、
児
童
福
祉
施
設
（
母
子
生

活
支
援
施
設
・
保
育
所
・
通
所
施

設
を
除
く
）
や
少
年
院
に
入
所
し

た
り
し
て
い
る
と
き

▽
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
恩
給

な
ど
の
公
的
年
金
（
老
齢
福
祉
年

金
を
除
く
）
給
付
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
と
き

▽
平
成
15
年
４
月
１
日
時
点
に
お

い
て
、
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当

し
て
か
ら
、
５
年
を
経
過
し
て
い

る
と
き
（
母
子
に
限
る
）

　
手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
、

そ
の
配
偶
者
（
父
ま
た
は
母
が
障

が
い
の
場
合
）
ま
た
は
生
計
同
一

の
扶
養
義
務
者
（
父
母
・
祖
父
母
・

子
・
兄
弟
な
ど
）
の
前
年
（
１
月

か
ら
６
月
ま
で
に
請
求
す
る
人
に

つ
い
て
は
前
々
年
）
の
所
得
が
次

表
の
額
（
本
人
の
場
合
は
一
部
支

給
欄
の
額
）
以
上
で
あ
る
と
き
に

は
、
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

所
得
は
課
税
台
帳
で
確
認
し
ま
す

（
下
の
表
参
照
）。

扶養親族等の数
請求者本人 孤児等の養育者、配偶者・

扶養義務者全部支給 一部支給

０人 190,000 1,920,000 2,360,000

１人 570,000 2,300,000 2,740,000

２人 950,000 2,680,000 3,120,000

３人 1,330,000 3,060,000 3,500,000

以降１人につき 380,000 加算 380,000 加算 380,000 加算

加算額

▷老人控除対象配偶者または老人扶
養親族1人につき　　　　100,000円
▷特定扶養親族または16歳以上19歳
未満の控除対象扶養親族1人につき
                                     150,000円

▷扶養親族が2人以上で、
うち老人扶養親族がある場
合、老人扶養親族1人につ
き（扶養親族が老人扶養親
族のみの場合は1人を除い
た1人につき）      60,000円

※同一地番において世帯分離されている場合でも、扶養義務者に該当される人には所得制限
があります。扶養義務者が所得制限範囲内であれば、同居していても手当は支給されます。

（単位：円）

◦
児
童
扶
養
手
当
と
は

◦
所
得
に
よ
る
支
給
の
制
限

◦
手
当
を
受
け
ら
れ
る
人

◦
手
当
を
受
け
ら
れ
な
い
人

▶所得制限限度額表
問い合わせ
▶子育て支援課子育て支援係

（☎２３・１３５１）
▶黒木総合支所
市民生活福祉課生活福祉係

（☎４２・１１１４）
▶立花支所
市民生活福祉課生活福祉係

（☎２３・４９３３）
▶上陽支所
市民生活福祉課市民生活福祉係

（☎５４・２２１８）
▶矢部支所
市民生活福祉課市民生活福祉係

（☎４７・３１１１）
▶星野支所
市民生活福祉課市民生活福祉係

（☎５２・３１１３）

児
童
扶
養
手
当
の

ご
案
内



【
１
人
目
の
児
童
】
①
全
部
支
給
＝

月
額
４
万
１
４
３
０
円
（
平
成
24

年
４
月
分
か
ら
）
②
一
部
支
給
＝
月

額
４
万
１
４
２
０
円
～
９
７
８
０
円

※
児
童
が
２
人
以
上
の
場
合
は
、

第
２
子
は
月
額
５
千
円
の
加
算
を
、

第
３
子
以
降
は
１
人
に
つ
き
３
千

円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　
両
親
の
一
方
が
児
童
扶
養
手
当

法
施
行
令
で
定
め
る
障
が
い
の
状

態
に
あ
る
場
合
は
、
配
偶
者
へ
の

児
童
扶
養
手
当
の
金
額
と
障
害
基

礎
年
金
の
子
の
加
算
で
金
額
の
高

い
方
を
受
け
と
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
母
子
世
帯

や
父
子
世
帯
の
人
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
）。

　
手
当
は
、
認
定
請
求
し
た
日
に

属
す
る
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
さ

れ
ま
す
。
年
３
回
（
４
月
、
８
月
、

12
月
）
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
の

認
定
請
求
書
に
基
づ
い
て
支
給
し

ま
す
の
で
、
市
役
所
お
よ
び
支
所

の
窓
口
へ
、
添
付
書
類
を
添
え
て

請
求
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
提
出
書
類
】

①
印
鑑
②
請
求
者
お
よ
び
対
象
児

童
の
戸
籍
（
外
国
人
の
人
は
登
録

済
証
明
書
）
③
世
帯
全
員
の
住
民

票
（
続
柄
・
本
籍
の
記
載
さ
れ
た

も
の
）
④
平
成
24
年
度
課
税
所
得

証
明
書
（
平
成
23
年
分
）
⑤
健
康

保
険
証
（
児
童
と
申
請
者
が
記
載

さ
れ
て
い
る
も
の
）
⑥
年
金
手
帳

⑦
預
金
通
帳
（
申
請
者
名
義
の
も

の
）⑧
賃
貸
契
約
書（
借
家
の
場
合
）

⑨
そ
の
他
申
立
書
（
窓
口
で
記
載

し
ま
す
）

①
現
況
届

　
受
給
者
の
前
年
の
所
得
の
状
況

と
８
月
１
日
現
在
の
児
童
の
養
育

の
状
況
を
確
認
す
る
た
め
の
届
で

す
。
提
出
し
な
い
と
引
き
続
き
受

給
資
格
が
あ
っ
て
も
、
８
月
以
降

の
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
必
ず
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
２
年

以
上
届
出
が
な
い
と
時
効
に
よ
り

支
払
い
を
受
け
る
権
利
が
な
く
な

り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

②
資
格
喪
失
届

　
次
の
場
合
は
手
当
を
受
け
る
権

利
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
す
ぐ

に
市
役
所
お
よ
び
支
所
へ
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。
受
給
資
格
が
な
く

な
っ
て
受
給
さ
れ
た
手
当
は
、
全

額
返
還
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▽
対
象
児
童
を
連
れ
て
結
婚
し
た

と
き
（
内
縁
関
係
、
公
簿
上
同
居

な
ど
も
同
じ
で
す
）

▽
対
象
児
童
を
養
育
、
監
護
し
な

く
な
っ
た
と
き

▽
遺
棄
し
て
い
た
児
童
の
父
（
母
）

か
ら
安
否
を
気
遣
う
電
話
な
ど
が

あ
っ
た
と
き

▽
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
恩
給

な
ど
の
公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き

▽
拘
禁
さ
れ
た
父
ま
た
は
母
が
拘

禁
解
除
さ
れ
た
と
き

▽
対
象
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
等

に
入
所
し
た
と
き

③
そ
の
他
の
届
出

　
住
所
、
支
払
金
融
機
関
、
氏
名

の
変
更
、
扶
養
す
る
児
童
数
の
増

減
が
あ
っ
た
と
き
、
証
書
を
な
く
し

た
と
き
な
ど
は
、
市
役
所
お
よ
び

支
所
の
窓
口
へ
届
け
て
く
だ
さ
い
。

◦
手
当
の
月
額

◦
手
当
の
支
払
い

◦
申
請
手
続
き

◦
い
ろ
い
ろ
な
届
出
が
必
要

◦
児
童
扶
養
手
当
と
障
害
年

金
の
子
の
加
算
に
つ
い
て

八女市では、気象情報・災害情報・防災情報・
避難勧告などの緊急を要する情報を早く正確

に伝えるため、本年６月にコミュニティＦＭ放送局を
開局し、こうした情報や行政情報、地域の催し等の
情報を伝達するため、緊急告知防災ラジオを全世帯
配付しています。しかし、ラジオ放送を聴くことが困
難な人（聴覚障害者など）にはこうした情報が伝わ
らないことから、緊急情報に限り、ＦＡＸを用いて伝
達することにしました。ラジオ放送を聴くことが困難
な人で、緊急情報をＦＡＸで受け取ることを希望され
る人は、次の要領でお申し込みください。
◦申込方法
ＦＡＸまたは郵便で、「緊急情報ＦＡＸ受信申込書」
と書いていたただき、氏名とＦＡＸ番号を記入いただ
いたものをお送りください。
※この申し込みは、ＦＡＸ番号を登録するもので、Ｆ
ＡＸ機器を提供するものではありませんので、ＦＡＸ
を受信できる機器をお持ちの人に限ります。
▷送信する情報は、「避難に関する情報」「記録的短
時間大雨情報」などです。
◦受信申込書の送信および提出先
〒834‐8585　八女市本町６４７　八女市役所地
域支援課防災安全係　N０９４３・２３・２５８３
※郵送でも、ＦＡＸどちらでも可

ＦＡＸによる緊急情報の
送信を開始します Ｎｏ.2

平成21年６月に住宅用火災警報器の設置が、義務化
されてから３年経過しました。設置率はずいぶん高く
なり、各家庭での防火意識も高まってきたように感じ
ます。あなたの家の住宅用火災警報器、そろそろ電池
交換の時期にきていませんか？ 
住宅用火災警報器は最大10年を目安に機器本体の交
換を推奨されています。年末の大掃除ついでに家庭に
置いている防災機器の点検やお手入れをしましょう。
◦定期的に住宅用火災警報器の作動確認し、どんな
音が鳴るのかを聞きましょう。
▽ボタンを押す、またはひもを引いて作動確認をする。
▽どんな音が出るのか家族で警報音を聞いて確認する。
▽音が鳴らない時には、電池が正しくセットされてい
るか、故障していないかを確認する。
◦住宅用火災警報器のお手入れをしましょう。
▽汚れが付着していたら、家庭用中性洗剤を浸して
十分に絞った布で軽くふき取り掃除をしましょう。

取り付けた
だけではダメ！
八女消防本部（☎２４・0１１9）  

防 災

情 報

広報やめ　2012.12.17
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発
達
障
害
と
は
、
自
閉
症
や

ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
、
広こ
う

汎は
ん

性せ
い

発
達
障
害
、
学
習
障
害
（
Ｌ
Ｄ
）、

注
意
欠
陥
・
多
動
性
障
害
（
Ａ
Ｄ

Ｈ
Ｄ
）
な
ど
を
ま
と
め
た
言
い
方

で
す
。
見
た
目
に
は
分
か
り
に
く

く
、
周
り
か
ら
理
解
さ
れ
に
く
い

し
ょ
う
が
い
と
言
え
ま
す
。
そ
の

原
因
は
、
脳
機
能
の
発
達
に
関
係

し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
国
の
統
計
で
は
、
全
国
の
児
童

生
徒
の
約
６
～
７
％
が
発
達
障
害

ま
た
は
発
達
障
害
の
可
能
性
が
あ

る
と
報
告
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り

30
数
名
の
学
級
だ
と
１
ク
ラ
ス
に

約
２
人
の
割
合
で
す
。
こ
の
こ
と

を
考
え
る
と
、
決
し
て
他
人
事
で

は
な
い
こ
と
が
分
か
る
と
思
い
ま

す
。

　
発
達
障
害
の
あ
る
子
ど
も
は
、

赤
ち
ゃ
ん
の
時
か
ら
少
し
育
て

に
く
か
っ
た
り
す
る
ん
で
す
ね
。

例
え
ば
、
皮ひ

ふ膚
の
感
覚
が
敏
感

で
、
抱
っ
こ
す
る
感
覚
を
嫌
が
っ

て
反
り
返
っ
た
り
、
音
に
敏
感

で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
音
に
反
応
し

て
ギ
ャ
ー
っ
と
泣
き
出
し
た
り

と
。
だ
か
ら
保
護
者
も
、
親
子

の
情
愛
を
ど
う
表
現
し
て
い
い
か

わ
か
ら
な
く
な
っ
た
り
、
周
り
か

ら
も
「
親
の
育
て
方
が
悪
い
か

ら
…
」
と
言
わ
れ
た
り
。
で
も
、

そ
れ
を
発
達
障
害
と
は
思
わ
ず
、

ち
ょ
っ
と
手
が
か
か
る
子
と
し
て
、

本
当
に
多
く
の
悩
み
を
抱
え
な
が

ら
、
子
育
て
を
し
て
き
た
方
が
多

い
ん
で
す
。

　
例
え
ば
、
学
習
障
害
（
Ｌ
Ｄ
）

の
子
ど
も
の
中
に
は
、
運
動
能
力

は
高
い
し
、
話
し
た
り
す
る
の
も

と
て
も
上
手
に
で
き
る
け
ど
、
い

ざ
本
を
読
も
う
と
し
た
ら
全
然

読
め
な
く
て
、
小
学
校
３
年
生
で

や
っ
と
平
仮
名
が
読
め
た
り
、
文

字
を
書
い
た
ら
、
ふ
ざ
け
て
る
わ

け
じ
ゃ
な
い
け
ど
書
け
な
か
っ
た

り
と
。
文
字
を
読
む
と
い
う
特
定

の
能
力
に
障
害
の
あ
る
子
ど
も
も

い
る
の
で
す
。

　
ま
た
、
注
意
欠
陥
・
多
動
性

障
害
（
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
）
の
子
ど
も
の

中
に
は
、相
手
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
と
て
も
苦
手
な
子
も
多

く
て
、
時
々
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
ブ
ラ
ン
コ
に
乗
ろ
う
と
す
る

と
、
普
通
は
並
ん
で
順
番
に
乗
り

ま
す
が
、
乗
り
た
い
か
ら
す
ぐ
に

乗
ろ
う
と
し
て
け
ん
か
に
な
っ
た

り
と
。
わ
が
ま
ま
と
い
う
よ
り
も
、

そ
の
ル
ー
ル
が
分
か
ら
な
か
っ
た

り
、
思
っ
た
こ
と
を
す
ぐ
に
行
動

に
移
し
て
し
ま
っ
た
り
と
い
う
特

性
を
持
っ
て
い
る
た
め
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
様
々
な
特
性
を
持
っ

て
い
る
こ
と
で
、
周
り
の
人
か
ら

理
解
さ
れ
ず
、
ま
た
自
分
に
も
自

信
が
持
て
ず
に
悩
ん
で
い
る
子
ど

も
た
ち
が
多
く
い
ま
す
。
早
く
そ

の
特
性
に
気
づ
い
て
あ
げ
て
、
適

切
な
支
援
を
す
る
こ
と
で
、
そ
の

子
ど
も
も
、
周
り
の
子
ど
も
た
ち

も
、
お
互
い
に
成
長
し
合
う
こ
と

が
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
発
達
障
害
の
特
性
は
、
マ
イ
ナ

ス
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
有

名
な
方
で
は
、
映
画
監
督
の
ス

テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ス
ピ
ル
バ
ー
グ
さ
ん

や
映
画
俳
優
の
ト
ム
・
ク
ル
ー
ズ

な
ぜな
ぜ

人
権

―
か
け
が
え
の
な
い
命
が
輝
く
ま
ち
を
め
ざ
し
て
―

◦
問
い
合
わ
せ
＝
人
権
・
同
和
教
育
課
（
☎
２
３・２
０
７
４
）

発
達
障
害
っ
て
？

　

12
月
３
日
か
ら
９
日
の
一
週
間
は
、障
害
者
週
間
。
こ
れ
は
「
国
民
の
間
に
広
く
基
本
原
則
に
関
す
る
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

障
害
者
が
社
会
、経
済
、文
化
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
を
促
進
す
る
（
障
害
者
基
本
法
）」
た
め
の
啓
発
週
間
で
す
。

そ
の
種
類
に
は
、
大
き
く
分
け
て
、
身
体
障
害
、
知
的
障
害
、
精
神
障
害
の
３
つ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
最
近
で
は
、
発
達
障
害
と
い
う
言

葉
を
耳
に
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
発
達
障
害
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
は
、
発
達
障
害
児
の
親
の
会
「
は
え
ん
か
ぜ
」
世
話
人
國く
に

友と
も

淑よ
し

子こ

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

発
達
障
害
と
は

子
育
て
の
悩
み

さ
ま
ざ
ま
な
特
性
が

す
ば
ら
し
い
特
性
に
も 研修視察風景。学びあい、つながりあっていく。自信

も生まれ、信頼関係も生まれる（福岡市にて）
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さ
ん
も
、
自
身
が
発
達
障
害
（
学

習
障
害
）
で
あ
っ
た
こ
と
を
公
表

し
て
い
ま
す
。
ト
ム
・
ク
ル
ー
ズ

さ
ん
は
台
本
を
読
む
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
の
で
、
人
に
読
ん
で
も

ら
っ
て
台
詞
を
覚
え
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
自
閉
傾
向
が
あ
る
人
は
、

ひ
と
つ
の
こ
と
に
固
執
し
て
し
ま

う
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、
細
か
い

仕
事
な
ど
、
普
通
の
人
は
長
い
時

間
続
け
て
で
き
な
い
よ
う
な
作
業

で
も
、
１
日
中
ね
ば
り
強
く
で
き

た
り
す
る
ん
で
す
。

　
周
囲
の
理
解
と
、
必
要
な
支

援
が
あ
れ
ば
、
そ
の
人
が
持
っ
て

い
る
個
性
を
生
か
し
て
、
そ
の
人

が
輝
い
て
生
き
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

　「
は
え
ん
か
ぜ
」

が
で
き
た
の
は
、

共
生
の
森
で
毎
月

開
催
さ
れ
て
い
る

子
育
て
相
談
会
で
、

発
達
障
害
の
子
ど

も
を
も
っ
た
ひ
と

り
の
保
護
者
と
、
支
援
者
と
の

出
会
い
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
当

時
（
平
成
15
年
）
は
、
発
達
障

害
と
い
う
言
葉
自
体
が
ま
だ
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
頃
だ
っ
た
の

で
、
悩
み
を
打
ち
明
け
た
り
、
相

談
で
き
る
場
所
が
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
か
ら
座

談
会
と
い
う
形
で
少
し
ず
つ
広
が

り
、
新
た
な
支
援
者
と
の
出
会
い

を
経
て
、
そ
の
中
か
ら
親
の
会
を

作
ろ
う
と
発
展
し
、
今
の
「
は
え

ん
か
ぜ
」
が
で
き
た
ん
で
す
。
現

在
は
保
護
者
と
支
援
者
が
集
ま
っ

て
、
お
互
い
に
悩
み
を
相
談
し
た

り
、
学
習
を
通
し
て
、
発
達
障
害

に
対
す
る
理
解
や
支
援
を
広
げ
る

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
発
達
障
害
に
限
ら
ず
、
社
会
の

中
に
は
い
ろ
い
ろ
な
特
性
を
も
っ

た
人
が
い
ま
す
。
そ
の
人
一
人
ひ

と
り
に
対
し
て
、特
性
を
理
解
し
、

必
要
な
支
援
を
考
え
、
支
え
て
い

く
。
そ
ん
な
社
会
が
今
か
ら
求
め

ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
去
る
10
月
19
日
、
上
陽
公
民

館
に
お
い
て
、
巡
回
人
権
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
、
61
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
講
師
に
社
会
福
祉

法
人
こ
ぐ
ま
福
祉
会
理
事
長
の

大
熊
猛
さ
ん
を
お
招
き
し
て
、「
発

達
障
害
を
理
解
し
よ
う
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
お
話
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
大
熊
先
生
は
、「
発
達
障
害
を

早
い
段
階
か
ら
見
抜
き
、
適
切
な

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
あ
る
程
度
学
校
や
社
会

の
中
で
の
集
団
生
活
を
快
適
に
送

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
親
が
学
ぶ
必
要
が
あ
り
ま

す
し
、
そ
の
学
び
を
周
囲
に
広
げ

て
、
支
援
し
て
く
れ
る
環
境
を
整

え
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
」

と
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

「
は
え
ん
か
ぜ
」

と
は

学
ぶ
機
会
を

障害者年シンボルマーク

障
害
者
週
間
で
す

12
月
３
日
か
ら
９
日
は

共
に
い
き
、
共
に
支
え
あ
う

地
域
を
目
指
し
て

人権セミナーでも発達障害について学びの場を（上陽公民館にて）

自閉症スペクトラム

発達障害の概念図

アスペルガー症候群

知的な遅れを
伴うことも

注意欠陥・多動性障害
（ＡＤＨＤ）

　学習障害（ＬＤ）

＊「読む」「書く」
＊「計算」「聞く」
＊「話す」「推論する」
のいずれかが、知的発達
に比べて極端に苦手

自閉症

＊言葉の発達に遅れ
＊コミュニケーションが苦手
＊対人関係・社会性に弱さが
＊パターン学習の強さ
＊興味や関心の偏り

＊言葉の発達に遅れはない
＊コミュニケーションが苦手
＊対人関係・社会性に弱さが
＊パターン学習の強さ
＊興味や関心の偏り

＊不注意（集中できない）
＊多動・多弁（じっとして
いられない）
＊衝動的（考えるよりも先
に行動してしまう）

広汎性発達障害
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酒
井
田
柿
右
衛
門
さ
ん

松
田
久
彦
さ
ん

酒
井
田
柿
右
衛
門
さ
ん
、「
伝
統

工
芸
日
本
の
心
と
技
」
を
語
る
。

県
内
の
国
指
定
伝
統
的
工
芸
品
と

八
女
の
工
芸
が
勢
ぞ
ろ
い

　

八
女
伝
統
工
芸
館
25
周
年
記
念
「
福
岡
・
美
と
匠
の
世
界
」
展
が
11
月
２
日
㈮

～
４
日
㈰
に
八
女
伝
統
工
芸
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
２
日
に
は
八
女
民
俗
資
料
館

で
人
間
国
宝
14
代
酒
井
田
柿
右
衛
門
さ
ん
と
八
女
ふ
る
さ
と
塾
塾
長
の
松
田
久
彦

さ
ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。

　
濁に

ご
し
で手

と
呼
ば
れ
る
柔
ら
か
い
乳
白

色
の
素
地
と
、
余
白
を
十
分
に
生
か
し

た
繊
細
で
華
や
か
な
色
絵
が
調
和
し

た
柿
右
衛
門
様
式
の
磁
器
。
約
４
０

０
年
の
歴
史
を
誇
る
技
術
と
伝
統
を

継
承
し
、
さ
ら
に
そ
の
発
展
に
尽
力
さ

れ
て
い
る
14
代
酒
井
田
柿
右
衛
門
さ

ん
。
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
は
、
最
初
に
松

田
さ
ん
が
天
正
10
年
（
１
５
８
２
）
に

さ
か
の
ぼ
っ
て
酒
井
田
家
の
ル
ー
ツ
や
、

八
女
と
の
か
か
わ
り
あ
い
を
紹
介
し
ま

し
た
。

　
柿
右
衛
門
さ
ん
は
、
原
料
・
材
料

を
整
え
る
こ
と
と
、
職
人
を
育
て
る
こ

と
の
難
し
さ
な
ど
を
語
り
ま
し
た
。

「
き
れ
い
と
美
し
い
は
違
う
。
薬
品
を

使
っ
て
不
純
物
だ
け
を
取
り
除
い
た
絵

の
具
は
き
れ
い
だ
け
れ
ど
、
き
れ
い
だ

か
ら
い
い
の
で
は
な
い
。
不
純
物
も
地

球
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
宝
物
。
自
然
の

美
し
さ
と
は
簡
単
な
も
の
で
は
な
い
。

素
材
の
持
っ
て
い
る
美
し
さ
を
い
か
に

出
す
か
が
大
事
」

「
職
人
を
育
て
る
の
に
30
年
か
か
る
。

不
器
用
な
人
ほ
ど
よ
い
職
人
に
育
つ
。

時
間
は
か
か
っ
た
と
し
て
も
習
っ
た
こ

と
を
体
で
覚
え
て
ゆ
く
か
ら
」

　
最
後
に
、「
八
女
は
私
の
先
祖
。
酒

井
田
が
土
地
の
名
に
な
っ
て
い
る
の
は

素
晴
ら
し
い
。
ぜ
ひ
機
会
が
あ
っ
た
ら

現
場
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
八

女
へ
の
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

　
会
場
に
集
ま
っ
た
人
た
ち
は
、
う

な
ず
い
た
り
時
に
は
笑
っ
た
り
し
な
が

ら
、
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

昭和9年佐賀県有田町生まれ。
世界的に知られる色絵磁器「柿
右衛門」の伝統を継承し、更
なる発展へ尽力。昭和 57 年
14 代柿右衛門を襲名。平成
13 年人間国宝に認定される

大正12年久留米市生まれ。
八女の伝統工芸に携わる
多彩な職人たちのもとを訪
ね歩き、数々の貴重な証言
を集め記すなど、八女を語
る第一人者として活躍中

博多織で作られた美しい財布やネ
クタイなども売られました

2階の八女市伝統工芸品のコーナーには様々
なものが並び、多くの人が見入っていました

　

14
代
酒
井
田
柿
右
衛
門
さ
ん
の
作

品
は
、
横
町
町
家
交
流
館
２
階
に
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
世
界
に
誇
る
日
本

の
磁
器
、
濁
手
と
繊
細
な
絵
付
け
の

作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
入
場
無
料
。

柿
右
衛
門
の
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い

八
女
伝
統
工
芸
館
25
周
年
記
念
「
福
岡
・
美
と
匠
の
世
界
」
展

　

八
女
伝
統
工
芸
館
で
は
福

岡
県
の
国
指
定
伝
統
的
工
芸
品

が
一
堂
に
展
示
・
販
売
さ
れ
ま

し
た
。
１
階
に
は
、
博
多
織
・

博
多
人
形
・
久
留
米
絣
・
上

野
焼
・
小
石
原
焼
・
八
女
福
島

仏
壇
・
八
女
提
灯
が
並
べ
ら
れ
、

多
く
の
お
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。
２
階
に
は
市
内
工
芸
品
の

数
々
が
並
べ
ら
れ
、「
八
女
に
は

と
て
も
多
く
の
工
芸
品
が
あ
り

ま
す
ね
」
と
訪
れ
た
人
た
ち
は

感
心
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

４
日
㈰
は
八
女
民
族
資
料

館
で
国
指
定
重
要
無
形
民
俗

文
化
財
の
八
女
福
島
の
燈
籠

人
形
公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
物
産
館
「
と
き
め
き
」

で
は
八
女
茶
や
新
鮮
野
菜
・

果
物
な
ど
特
産
物
の
販
売
が

行
わ
れ
、
多
く
の
買
い
物
客
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
豊
か
な
八

女
の
文
化
や
資
源
を
体
感
し

た
３
日
間
と
な
り
ま
し
た
。
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30

10819

【
地
場
産
品
発
掘
・
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
】

▽
永
松
　
晃
（
大
阪
府
阪
南
市
）

▽
匿
名
　
２
件

【
未
来
を
担
う
子
ど
も
の
教
育
及
び
少
子
化
対
策
】

▽
永
松
　
晃
（
大
阪
府
阪
南
市
）

▽
匿
名
　
１
件

【
環
境
保
全
事
業
】

▽
匿
名
　
２
件

【
そ
の
他
市
長
が
認
め
る
特
定
の
事
業
】

▽
古
宇
田
大
輔
（
茨
城
県
土
浦
市
）

▽
永
松
　
晃
（
大
阪
府
阪
南
市
）

▽
匿
名
　
１
件

10
月
末
現
在
累
計
額
＝
１
７
７
８
万
１
３
０
４
円

◦
立
花
中
学
校
へ

▽
立
花
中
学
校
父
母
教
師
会 

会
長 

小
塩
満
浩

＝
組
立
式
テ
ン
ト
２
張
り

◦
三
河
小
学
校
へ

▽
三
河
校
区
運
動
会
実
行
委
員
会
＝
折
り
た
た

み
テ
ー
ブ
ル

◦
星
野
小
学
校
へ

▽
八
女
高
等
学
校
第
32
回
卒
業
生 

代
表 

池
田

正
敬
（
筑
後
市
）
＝
金
一
封

▽
福
島
県
南
会
津
町
立
舘
岩
小
学
校
・
中
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

岩
堀
和
康
（
福
島
県
南
会
津

郡
南
会
津
町
）
＝
金
一
封

神々
や
仏
を
祀
る
祭
祀
は
、
古
く
か
ら
地
域
共
同

体
に
よ
っ
て
執
り
行
わ
れ
、
五
穀
豊
穣
・
無
病

息
災
な
ど
を
祈
願
、
供
物
や
風
流
・
舞
・
人
形
劇
・
灯

明
な
ど
が
奉
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
近
年
に
な
っ
て
、

芸
能
披
露
、
祭
典
、
フ
ェ
ス
タ
、
収
穫
祭
と
い
っ
た
娯

楽
性
を
重
視
す
る
「
祭
」
も
各
地
で
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
12
月
企
画
展
で
は
、
は
ん
や
舞
・
浦
安
の
舞
・
人
形

浄
瑠
璃・大
名
行
列
な
ど
の
奉
納
芸
能
か
ら
、年
中
行
事
、

食
や
花
の
祭
典
、
村
興
し
・
町
興
し
イ
ベ
ン
ト
に
至
る
ま

で
、
祭
り
写
真
80
点
余
を
展
示
。
過
疎
化
や
豪
雨
災
害

に
も
負
け
ず
、
地
域
の
連
携
と
絆
に
よ
り
保
存
継
承
さ

れ
て
い
る
八
女
の
祭
り
を
、
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
期
間
＝
11
月
27
日
㈫
～
12
月
25
日
㈫

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
横
町
町
家
交
流
館

（
☎
２
３
・
４
３
１
１
）

八女の祭り写真展
地域の絆が育む  祀り・奉り・祭り

■
ふ
る
さ
と
支
援
寄
附
の
お
礼（
敬
称
略
）

■
寄
附
の
お
礼
（
敬
称
略
）

横町町家
交流館
12月の催し

黒
木
笠
原　

旭
座
人
形
浄
瑠
璃

市長選で無投票当選を果たした三田村統之市長が 11
月16日㈮市役所に初登庁し、職員から拍手で迎え

られました。９時から就任式があり、約１００人の職員を
前に今後の抱負を語りました。
◦三田村市長就任のあいさつ
　「合併後、様々な課題を今日まで進めてきました。いよ
いよ第４次総合計画を策定して、これから新たな八女市
の発展に向けてスタートするときに、九州豪雨災害に見舞
われました。何よりも残念なことですが、災害の復旧をで
きるだけ迅速に行いながらも、いつ発生するか分からない
災害に備えた対応、それと第 4 次総合計画に向けた取り
組みと3 つの課題を並行しなから取り組まなければなりま
せん。課題は山積していますが、全力投球してまいります
ので、職員の皆さん一丸となって頑張りましょう」

山
積
す
る
課
題
に

「
全
力
投
球
」
を
誓
う

三田村市政
２期目スタート

職員に拍手で迎えられる三田村市長



比
較
し
て
規
模
は
小
さ
い
で
す
が
、
多
く
の
演

奏
家
・
鑑
賞
者
か
ら
音
響
効
果
に
つ
い
て
高
い

評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
優
れ
た
特

性
を
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
中
心
に
、
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
指
摘
の
石
け
ん
水
の
配
置
に
つ
い

て
は
、
早
急
に
交
流
棟
の
各
ト
イ
レ
に
設
置
い

た
し
ま
す
。
な
お
、
ロ
ビ
ー
横
の
手
洗
い
場
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
設
置
は
困
難
で
す

の
で
、
既
存
の
洗
面
設
備
の
ご
利
用
を
お
願
い

し
ま
す
。
　（
男
女
共
同
参
画
・
生
涯
学
習
課
）

　
　

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
苦
情
、
疑
問
な

ど
、
あ
な
た
の
「
声
」
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

は
が
き
や
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
、
本
庁
お
よ
び

各
支
所
に
設
置
し
て
い
る
市
政
目
安
箱
な
ど
を

利
用
し
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
ご
意
見
の
趣
旨
は
、
個
人
が
特
定
で
き
る

　
お
り
な
す
八
女
に
、
サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
に
負

け
な
い
く
ら
い
の
企
画
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ト
イ
レ
に
石
け
ん
水
を
常
備
し
て
く
だ
さ
い
。

せ
っ
か
く
立
派
な
会
館
な
の
に
、
不
衛
生
だ
と

思
い
ま
す
。
ロ
ビ
ー
の
す
み
に
小
さ
く
て
も
い

い
の
で
、
手
を
洗
う
場
所
が
あ
れ
ば
も
っ
と
い

い
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
で
大
切
に
お
り
な
す

八
女
を
利
用
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
40
代
・
男
性
）

　
お
り
な
す
八
女
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
は
７
８

０
席
と
、
サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
の
１
３
０
０
席
に

市民の

声ｖｏｉｃｅ
皆さんからの写真、イラスト、詩、
俳句、身辺雑記、市へのご意見や質
問などの投稿をお待ちしています。

杉す
ぎ

美び

林り
ん

連つ
ら

な
る
山
の
秋
澄
め
り

水
澄
め
る
門か
ど

川か
わ

に
添そ
い

ひ
試し

ほ歩
の
杖

名め
い
さ
つ刹

に
諾う
べ
なふ

庭
や
松ま
つ
て
い
れ

手
入

撓た
わ
わと
は
こ
の
事
か
と
や
柿か
き

熟う

る
る

奥
八
女
の
舞
奉
納
や
秋あ
き

扇
お
お
ぎ

吟
行
に
お
む
す
び
二
つ
秋
あ
か
ね

秋
郊
や
新
幹
線
の
見
ゆ
る
場
所

被
災
地
を
洗
ふ
が
ご
と
く
月
の
冴
え

新
涼
や
さ
ら
さ
ら
と
梳す

く
母
の
髪

秋
空
を
ポ
ン
と
蹴
り
上
げ
逆
上
が
り

心
音
や
闇
の
息
づ
く
鉦

か
ね
た
た
き叩

コ
ス
モ
ス
の
時
勢
の
風
に
揺
れ
に
け
り

博
物
館
巡
り
日
傘
が
杖つ

え
と
な
り

秋
草
を
活
け
て
閑
か
に
筆
を
選え

る

秋
灯
下
水
禍
に
失
せ
し
書
を
惜
し
む

紫
苑
会

く
す
の
実
俳
句
会
（
黒
木
町
）

陽
泉
俳
句
会
（
上
陽
町
）

立
花
町
俳
句
会
（
立
花
町
）

井
上
ト
シ
子

牛
島　

景
子

堤　

多
鶴
子

中
川
原
篤
子

松
延
み
さ
と

松
崎　

伸
子

青
木
早
弓

鍋
島
翔
山

寺
田
睦
子

荒
川
ミ
ヤ
子

柴
田
啓
一

大
坪
清
香

中
尾
カ
ヲ
ル

西
島
志
乃
芙

樋
口　

力

お
り
な
す
八
女
に
つ
い
て

あ
な
た
の     

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

声

よ
う
な
こ
と
の
よ
う
に
、
個
人
情
報
の
取
り
扱

い
に
十
分
注
意
し
た
上
で
紙
面
お
よ
び
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
建
設
的
な
ご
意
見
や
ご
提
案
に
つ
い

て
は
、
市
長
や
担
当
課
な
ど
か
ら
直
接
ご
本
人

へ
回
答
も
し
て
い
ま
す
の
で
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
等
連
絡
先
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に

つ
い
て
は
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
特
定
の
個
人
を
誹
謗
、
中
傷
、
非
難
す
る
な

ど
し
て
い
る
も
の 

▽
公
の
秩
序
ま
た
は
善
良
の
風
俗
に
反
す
る
も

の ▽
明
ら
か
に
営
利
を
目
的
と
し
て
い
る
も
の

▽
趣
旨
が
不
明
確
も
し
く
は
不
明
な
も
の

▽
そ
の
他
、
市
が
不
適
当
と
判
断
す
る
も
の 

　
長
年
に
わ
た
っ
て
人
権
擁
護
委
員
と
し

て
活
動
さ
れ
た
福
原
信
彬
さ
ん
（
八
女
市

立
花
町
）
に
、
人
権
擁
護
活
動
に
功
績
が

あ
っ
た
と
し
て
、
10
月
１
日
付
で
法
務
大

臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
福
原

さ
ん
は
平
成
18
月
７
月
か
ら
平
成
24
年
９

月
ま
で
、
人
権
思
想
の
普
及
や
人
権
擁
護

活
動
に
尽
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
市
の
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
次
の
人
が

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。

《
新
任
》
西
島
由
紀
子
さ
ん
（
立
花
町
）

任
期
は
平
成
27
年
９
月
30
日
ま
で
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
贈
呈

12　2012.12.1　広報やめ

　　　　　　　　　　　　　　　　（八女市広報Ｈ 24.12）

　あなたの声を届けてください！

●市長室直通ファクスも無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）
　問い合わせ＝市長公室秘書広報係（☎ 23・1110）

　皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に
届けてください。
　意見・提案・苦言・提言などお寄せください。将来の八女
市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容については実
現に向けて努力してまいります。

キリトリセン

キ
リ
ト
リ
セ
ン
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12月の 
八女市立図書館（本館）☎ 22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～18時
上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・1522
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

豪
雨
災
害
乗
り
越
え
希
望
を
詠
む　

吉よ
し
い
ず
み泉 

恒つ
ね

徳の
り

さ
ん（
北
木
屋
）

《上陽・立花・矢部・星野分館の休館日》
※月曜・祝・休日、館内整理日  
3 ㈪ ,10 ㈪ ,17 ㈪ ,24 ㉁ ,28 ㈮ ,12/29～1/4

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
3 ㈪ ,10 ㈪ ,17 ㈪ ,28 ㈮ ,12/29～1/4図書館の休館日

12月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp

中学校校長を退職後、黒木公民館長として俳
句・短歌の講座を持つ。上陽・立花でも句会
の選者として指導。俳句の輪を広げ続ける。

《黒木分館の休館日》※火曜・祝・休日、館内整理日

4㈫ ,11㈫ ,18㈫ ,24㉁ ,25㈫ ,28㈮ ,12/29～1/4

47

　
中
学
生
の
こ
ろ
か
ら
俳
句
・
短
歌
を

作
り
続
け
て
き
た
吉
泉
さ
ん
。
日
々
の

事
、
喜
び
も
悲
し
み
も
す
べ
て
を
詠
み

な
が
ら
人
生
を
歩
い
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
７
月
14
日
、
豪
雨
災
害
に
よ
り

笠
原
川
近
く
の
自
宅
は
半
壊
。
家
財
道

具
は
流
さ
れ
、
１
階
部
分
は
土
砂
で
埋

も
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
書
き
た
め
て
き

た
俳
句
と
短
歌
の
ノ
ー
ト
、
俳
句
が
掲

載
さ
れ
た
句
誌
、
数
々
の
資
料
も
跡
か

た
も
な
く
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
土

砂
に
埋
も
れ
た
自
宅
を
前
に
、
な
す
す

べ
も
な
い
吉
泉
さ
ん
を
励
ま
し
勇
気
づ

け
た
の
は
、
泥
ま
み
れ
に
な
っ
て
土
砂
を

か
き
出
し
片
づ
け
を
手
伝
っ
て
く
れ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
。
そ
し
て
、失
っ

た
句
誌
や
資
料
・
家
具
ま
で
持
っ
て
き

て
く
れ
た
り
、
励
ま
し
の
電
話
や
手
紙

を
く
れ
た
り
し
た
人
た
ち
で
し
た
。

「
命
が
、
首
の
皮
一つ
く
ら
い
つ
な
が
っ
て

生
き
残
っ
て
い
る
思
い
。
多
く
の
人
に
助

け
て
い
た
だ
き
、
力
と
な
り
ま
し
た
」

　
水
禍
を
詠
ん
だ
俳
句
は
１
７
２
句
、

短
歌
は
２
５
１
首
。
そ
の
時
は
頭
の
中

を
抑
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
、
あ

ふ
れ
る
よ
う
に
詩
歌
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

「
俳
句
は
、
感
動
を
有
季
定
型
の
中
に
凝

縮
さ
せ
て
表
現
す
る
文
学
で
す
。
自
分

の
心
を
洗
い
、
生
き
方
も
浄
化
さ
れ
る

感
じ
が
し
ま
す
ね
」

　
９
月
下
旬
に
は
自
宅
に
帰
り
、
水
害

に
よ
り
休
ん
で
い
た
句
会
も
再
開
。
泥
土

砂
の
庭
に
は
、
植
え
た
覚
え
も
な
い
花
や

サ
ト
イ
モ
が
芽
を
出
し
て
い
ま
し
た
。

「
水
害
に
よ
っ
て
多
く
の
も
の
を
失
く
し

ま
し
た
が
、
ま
た
多
く
の
も
の
も
運
ん

で
き
て
く
れ
ま
し
た
」。
作
品
は
自
分
の

子
ど
も
と
同
じ
と
、
感
謝
の
気
持
ち
、

明
日
へ
の
希
望
を
詠
み
続
け
ま
す
。

明
日
も
咲
け
瓦が

れ
き礫

に
生
え
し
牽け

ん
ぎ
ゅ
う
か

牛
花

喜び
も悲
しみも詩歌とともに

★12月の館内整理日は28日㈮★

絵本や紙芝居など親子でお楽し
みください。

♥本館　1日、8日、15日、22日、
※いずれも土曜日14時から、おは
なしコーナーで
♥黒木分館　8日㈯11時～
おはなしコーナー

12月のよみきかせ

年末年始は12/28～1/4がお休みとなります

12月のあかちゃんよみきかせ
0歳～2歳児対象によみきかせ
やわらべうたなど。
♥本館　15日㈯11時～
２階研修室
♥黒木分館　27日㈭11時～お
はなしコーナー

◦
日
時
＝
12
月
22
日
㈯
14
時
～

◦
場
所
＝
八
女
文
化
会
館

◦
内
容
＝
▽
大
型
絵
本「
ち
ゅ

う
ち
ゅ
う
」

▽
大
型
紙
芝
居
「
た
ま
ご
の

あ
か
ち
ゃ
ん
」

▽
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
「
へ
ん

し
ん
カ
メ
レ
オ
ン
」

▽
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
「
魔
法

の
ク
レ
ヨ
ン
」

▽
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
「
は

だ
か
の
王
さ
ま
」

▽
人
形
劇
「
３
び
き
の
こ
ぶ

た
」

♪
Ｆ
Ｍ
八
女
に
出
演
し
て
い
ま
す
♪

　
八
女
市
立
図
書
館
で
は
、

毎
月
第
２
・
４
火
曜
日
の
14

時
10
分
頃
に
、Ｆ
Ｍ
八
女
「
が

ま
だ
す
ワ
イ
ド
」
に
生
出
演

し
て
い
ま
す
。
番
組
の
中
で
、

図
書
館
に
関
す
る
お
知
ら
せ

や
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
ご
案
内
、

お
勧
め
の
本
の
紹
介
な
ど
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
皆
さ
ん
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

11
月
１
日
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
し
た
、
12
月

１
日
㈯
か
ら
12
月
14
日
㈮
ま
で
の
臨
時
休
館
は
中
止

に
な
り
ま
し
た
。
全
館
、
通
常
ど
お
り
開
館
し
ま
す
の

  

で
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
皆
様
に
混
乱
を
招

   

く
結
果
と
な
り
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し

　
　

上
げ
ま
す
。

12
月
は
通
常
ど
お
り
開
館
し
ま
す

★
ク
リ
ス
マ
ス
お
話
し
会
★

※
牽
牛
花
＝
ア
サ
ガ
オ



柔
道　
（
10
月
７
日
／
総
合
体
育
館
）

紅
白
試
合
の
み

剣
道　
（
10
月
７
日
／
総
合
体
育
館

剣
道
場
）
▼
小
学
３
年
以
下
①
熊
谷

優
志
（
長
峰
少
剣
）
②
馬
場
壮
大
（
剣

志
館
）
③
古
川
琴
看
（
同
）・
江
﨑
蓮

二
（
三
河
少
剣
）
▼
小
学
４
年
①
河

野
未
侑（
筑
南
道
場
）②
中
尾 

望（
光

友
道
場
）
③
渡
辺 

輝
（
長
峰
少
剣
）・

原 

大
智
（
筑
南
道
場
）
▼
小
学
５
年

①
池
田
大
晟
（
長
峰
少
剣
）
②
高
田

侑
那
（
上
陽
少
剣
）
③
西 

蓮
閑
（
長

峰
少
剣
）・
山
口
航
希
（
同
）
▼
小
学

６
年
①
柳
田
純
希
（
三
河
少
剣
）
②

大
隈
皓
平
（
光
友
道
場
）
③
北
島 

明

（
三
河
少
剣
）・
立
石
斗
汰
（
上
陽
少

剣
）
▼
中
学
１
年
男
子
①
下
川
大
成

（
上
陽
少
剣
）②
田
中 
求（
八
女
学
中
）

③
中
村 

翔（
立
花
中
）・平
永
明
大（
上

陽
少
剣
）
▼
中
学
２
年
男
子
①
東
野

春
志
（
長
峰
少
剣
）
②
木
下
慧
一（
上

陽
少
剣
）
③
田
中
空
大
（
筑
南
中
）・

原 

圭
佑
（
同
）
▼
中
学
生
女
子
①
中

島 

舞（
上
陽
少
剣
）②
平
井
初
奈（
八

女
学
中
）
③
安
田
里
奈
（
立
花
中
）・

野
上
奈
緒
（
福
島
中
）

弓
道　
（
10
月
７
日
／
八
女
市
弓
道

場
）
▼
一
般
①
青
木
俊
一
郎
（
八
女
弓

道
会
）
②
永
石
冨
重
（
同
）
③
中
島

彰
子
（
同
）
▼
学
生
①
平 

遥
香
（
八

女
農
）
②
北
島
洸
輝
（
同
）
③
酒
見 

樹
（
同
）
▼
点
数
的
①
住
吉
健
太
（
八

女
農
）
②
高
橋
康
弘
（
八
女
弓
道
会
）

③
青
木
俊
一
郎
（
同
）

野
球　
（
９
月
23
～
26
日
／
10
月
７
～

13
日
／
岡
山
球
場
他
）
▼
中
学
生
①

比
良
松
中
学
校
②
屏
水
中
学
校
③
浮

羽
中
学
校
・
小
長
井
中
学
校
▼
小
学
生

①
岡
山
ヤ
ン
グ
ス
②
八
女
嵐
③
木
屋
フ

ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
上
妻
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル　
（
10
月
21
日
／
総
合

体
育
館
）
▼
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

①
八
女
ク
ラ
ブ
②
東
山
③
昭
代
・
筑
後

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル　
（
10
月
７

日
／
福
島
高
校
）
▼
一
般
男
子
①

SUNSET

②
マ
リ
ー
▼
一
般
女
子
①

R

★UGH

②
福
島
高
校

サ
ッ
カ
ー　
（
９
月
29
日
・
30
日
／
春

の
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
▼
少
年
サ
ッ
カ

ー
①
岡
山
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
②

下
広
川
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
③
小

郡
東
野
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
・
大

川
フ
レ
ー
テ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル　
（
10
月
21
日
・
28
日

／
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
黒
木
）
▼
４

０
０
歳
以
上
①
八
女
と
び
か
た
ク
ラ

ブ
②
Ｈ
Ｋ
ク
ラ
ブ
▼
フ
リ
ー
①
Ｈ
Ｋ

ク
ラ
ブ
②
ク
レ
バ
ー

健
康
マ
ラ
ソ
ン　
中
止

バ
ド
ミ
ン
ト
ン　
（
10
月
28
日
／
総
合

体
育
館
）
▼
Ｂ
級
男
子
①
松
尾
雅
也

（
高
田
ク
ラ
ブ
）・
上
野
修
司
（
八
女
ク

ラ
ブ
）
②
ティ
リ
ナ 

デュ
ラ
ン
サ
・
大
丸

ち
な
み
（
リ
プ
ト
ン
・ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
）

▼
Ｃ
級
男
子
①
中
本
悠
太･

杉
尾
俊

輔
（
八
女
高
）
②
山
浦 

巧･

野
瀬
章

弘
（
西
国
分
ク
ラ
ブ
）
▼
Ｄ
級
男
子
①

松
尾
亮
希
・
松
尾
俊
臣
（
三
潴
ク
ラ

ブ
）
②
在
原
正
登
・
在
原
大
介
（
高

田
ジュニ
ア
）
▼
Ｃ
級
女
子
①
桑
島
有

加
・
黒
田
千
晶
（
高
田
ク
ラ
ブ
）
②
宮

原
美
穂
・
大
篭
愛
子
（
八
女
ク
ラ
ブ
）

▼
Ｄ
級
女
子
①
中
島
梨
絵
・
大
坪
美

紗
都
（
ブ
ル
ー
ヒ
ル
ズ
）
②
坂
井
早
都

美
（
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｌ
Ｕ
Ｃ
Ｋ
）・
津
田
裕
子

（
花
蓮
ク
ラ
ブ
）
▼
初
心
者
級
①
佐
藤

祐
里
佳
・
猿
渡
涼
夏
（
高
田
ジュニ
ア
）

②
佐
藤
実
乃
里
・
古
川
友
里
（
同
）

少
林
寺
拳
法　
（
10
月
７
日
／
少
林

寺
拳
法
八
女
道
院
）
▼
単
独
演
武
（
一

般
）
①
牛
島
健
太
②
野
口
翔
平
③
高

田
麗
奈
▼
単
独
演
武
（
年
少 

白・黄
）

①
野
口
竜
聖
②
末
廣 

優
③
樋
口 

翔

▼
単
独
演
武
（
年
少 

緑
）
①
定
賀

春
樹
②
定
賀
優
輝
▼
運
用
法
（
一
般
）

第
53
回

八
女
市
民
体
育
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
敬
称
略
）

ＳＰＯＲＴＳ

ア
ク
ロ
ス
福
岡
で
11
月
12
日
㈪
、
ロ
ン

ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ロ
ン
ド
ン
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
福

岡
県
ゆ
か
り
の
選
手
５
人
に
県
民
ス
ポ
ー

ツ
栄
誉
賞
と
福
岡
県
議
会
議
長
特
別
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル
で
金
メ
ダ
ル
の
安
達
阿
記

子
選
手
（
八
女
市
）・
小
宮
正
江
選
手
・
浦

田
理
恵
選
手
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
泳
で
メ

ダ
ル
３
個
獲
得
し
た
鈴
木
聡
美
選
手
が
参

加
し
、
会
場
に
集
ま
っ
た
１
０
０
０
人
か

ら
祝
福
の
拍
手
を
受
け
ま
し
た
。
贈
呈
式

の
あ
と
に
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
開
か
れ
、
４

選
手
は
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。
安
達
選
手

は
、「
７
月
の
豪
雨
災
害
で
被
害
を
受
け
た

八
女
市
の
皆
さ
ん
に
、
い
い
報
告
が
で
き

て
よ
か
っ
た
」
と
あ
い
さ
つ
。
福
岡
で
一
番

好
き
な
も
の
を
聞
か
れ
「
八
女
の
お
茶
が

大
好
き
で
す
」
と
故
郷
へ
の
思
い
を
伝
え

ま
し
た
。

式
で
は
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
ロ
ン

ド
ン
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
福
岡

県
関
係
選
手
15
人
に
も
福
岡
県
ス
ポ
ー
ツ

議
員
連
盟
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

トークショーではメダル獲得の喜びや郷土である福岡県への思いなどを
語りました（右端が安達選手）

会場を埋めた多くの人が見守る中、小川
県知事から栄誉賞を受け取る安達選手

卓球大会入賞者の皆さん

ロンドンオリンピック・ロンドンパラリン
ピック出場選手に県民スポーツ栄
誉賞・感謝状が贈られました

県民スポーツ栄誉賞・感謝状贈呈式

14　2012.12.1　広報やめ
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①
牛
島
健
太
②
高
田
麗
奈
③
鶴
田
健

心
▼
運
用
法
（
年
少 

白・
黄
）
①
野

口
竜
聖
②
末
廣 

優
③
樋
口 

翔
・
鍋

田 

剛
▼
運
用
法
（
年
少 

緑
）
①
定

賀
春
樹
②
定
賀
優
輝

テ
ニ
ス
（
ダ
ブ
ル
ス
）　
（
10
月
８
日

／
八
女
市
庭
球
場
）
▼
一
般
男
子
①

浦 

健
史
・
浦 

修
平
（
Ｃ
Ａ
Ｔ
）
②
東 

耕
大
・
下
川
泰
道
（
ゴ
ー
ル
ド
八
女
）

▼
一
般
女
子
①
川
島
早
貴
・
井
上
由

貴
（
八
女
学
高
）
②
服
部
夕
佳
里
・

古
賀 

都
（
ゴ
ー
ル
ド
八
女
）
▼
初
級

男
子
①
吉
田
翔
太
・
重
松 

拡
（
八
女

学
中
）
②
平
野
智
也・伊
藤
直
彦
（
八

女
農
）
▼
初
級
女
子
①
入
江
文
架
・

木
野
有
里
恵
（
八
女
学
中
）

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル　
（
10
月
15
日
／
共

生
の
森
）
①
三
河
チ
ー
ム
②
星
野
チ

ー
ム
③
忠
見
チ
ー
ム

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ　
（
10
月
20
日

／
春
の
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
①
石
橋
健

造（
ファ
ミ
リ
ー
）②
荒
尾
靖
子（
吉
田
）

③
奥 

芳
治
（
平
田
）

卓
球　
（
10
月
14
日
／
黒
木
体
育
館
）

▼
中
学
生
男
子
ダ
ブ
ル
ス
①
高
山
尚

暉・平
島
孝
樹（
立
花
中
）②
益
本 

凌・

堤 

敦
司
（
同
）
③
井
上 

翔
・
古
賀
誠

治
（
同
）・
牛
島
涼
明
・
上
妻 

匠
（
同
）

▼
中
学
生
女
子
ダ
ブ
ル
ス
①
鳥
越
愛

未
・
吉
住
聖
香
（
兼
松
ク
ラ
ブ
）
②
加

藤
由
紀
・
伊
豫
怜
花
（
黒
木
中
）
③

吉
田
紗
和
子
・
伊
豫
知
花
（
同
）・
草

場
梨
那
・
竹
下
礼
香
（
同
）
▼
一
般
男

子
ダ
ブ
ル
ス
①
森
田
将
貴
・
堤 

慶
太

（
大
藤
ク
ラ
ブ
）
②
井
手
佳
代
子
・
桑

原 

僚（
立
花
ド
リ
ー
ム
）③
白
山
裕
貴・

古
賀
晃
樹
（
筑
後
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｄ
Ｏ
Ｇ
）・

宮
川
和
弘
・
西
塔
竜
也
（
大
藤
ク
ラ
ブ
）

▼
一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス
①
山
科
美
涼
・

林
田
真
弥
（
星
野
中
）
②
大
篭
潤
子
・

大
坪
佳
菜
（
筑
後
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｄ
Ｏ
Ｇ
）

▼
マ
ス
タ
ー
ズ
男
子
ダ
ブ
ル
ス
①
西
江

九
州
男
・
大
隈
利
幸
（
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
）

②
丸
山 

貴
・
宮
﨑
啓
光
（
同
）
③
梅

野
清
日
出
・
森
田
宣
昭
（
黒
木
Ｐ
）・

石
橋
正
一
・
樋
口
チ
ズ
ル
（
八
女
卓
愛

会
）
▼
マ
ス
タ
ー
ズ
女
子
ダ
ブ
ル
ス
①

木
庭
智
子
・
矢
加
部
八
重
子
（
Ｓ
Ｏ

Ｕ
Ｔ
Ｈ
）②
大
塚
清
子・加
藤
直
子（
黒

木
Ｐ
）
③
小
川
チ
エ
子
・
松
尾
妙
子

（
同
）・酒
井
美
都
子・服
部
ト
ミ
子
（
八

女
卓
愛
会
）
▼
中
学
１
年
男
子
シ
ン

グ
ル
ス
①
久
保
俊
介
（
立
花
中
）
②

吉
岡 

光（
同
）③
本
田
貴
之（
福
島
中
）・

光
友
千
広
（
立
花
中
）
▼
中
学
１
年

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
①
今
村
亜
紀
乃
（
星

野
中
）
②
高
木 

渚
（
同
）
③
西
田
如

乃
（
同
）・
山
口
め
い
（
上
陽
北
汭
学

園
）
▼
中
学
２
年
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
①

井
上 
翔（
立
花
中
）②
平
島
孝
樹（
同
）

③
高
山
尚
暉
（
同
）・
牛
島
涼
明
（
同
）

▼
中
学
２
年
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
①
鳥

越
愛
未
（
兼
松
ク
ラ
ブ
）
②
伊
豫
怜

花
（
黒
木
中
）
③
伊
豫
知
花
（
同
）・

加
藤
由
紀
（
同
）
▼
一
般
男
子
シ
ン
グ

ル
ス
①
白
山
裕
貴
（
筑
後
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

Ｄ
Ｏ
Ｇ
）
②
堤 

慶
太
（
大
藤
ク
ラ
ブ
）

③
仙
頭
卓
也
（
同
）・
森
田
将
貴
（
同
）

▼
一
般
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
①
山
科
美
涼

（
星
野
中
）
②
林
田
真
弥
（
同
）
③
安

部
由
姫
（
同
）・
大
篭
潤
子
（
筑
後
Ｗ

Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｄ
Ｏ
Ｇ
）
▼
マ
ス
タ
ー
ズ
男
子

シ
ン
グ
ル
ス
①
宮
川
和
弘
（
大
藤
ク
ラ

ブ
）
②
大
隈
利
幸
（
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
）
③

川
島
忠
孝
（
川
瀬
卓
愛
会
）・
原
口
高

之
（
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
）
▼
マ
ス
タ
ー
ズ
女

子
シ
ン
グ
ル
ス
①
樋
口
チ
ヅ
ル
（
八
女

卓
愛
会
）②
藤
枝
純
子（
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
）

③
木
庭
智
子
（
同
）・
松
尾
妙
子
（
黒

木
Ｐ
）

ソ
フ
ト
バ
レ
ー　
（
10
月
７
日
・
８

日
／
総
合
体
育
館
）
▼
１
部
①
す

ぷ
ら
う
ど
②Reborn

③Purple 
Knights

・Brave

▼
２
部
①
あ
す
な

ろ
②TEAM

・E-YAZAW
A

③
ウ

イ
リ
ー
ズ
・Shaka A

囲
碁
ボ
ー
ル　
（
10
月
７
日
／
総
合

体
育
館
）
①
南
本
分
Ｃ
②
よ
う
ら
隊

③
大
淵
中
央

今
年
の
６
月

１
日
に
Ｆ
Ｍ
八

女
が
開
局
し
半

年
が
た
ち
ま
し

た
。
ラ
ジ
オ
の

全
戸
配
付
も
12

月
中
に
は
終
了

す
る
予
定
で
、
こ
れ
か
ら
い
よ
い
よ
Ｆ

Ｍ
八
女
本
格
始
動
で
す
。

今
回
、
慶
應
義
塾
大
学
湘
南
藤
沢

キ
ャ
ン
パ
ス
飯
盛
義
徳
研
究
室
の
八
女

市
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
特
別
番
組
を
Ｆ
Ｍ
八
女
で
放
送
し
ま

す
。７

月
の
集
中
豪
雨
に
よ
る
災
害
に
見

舞
わ
れ
、
災
害
時
の
情
報
伝
達
手
段
と

し
て
の
Ｆ
Ｍ
八
女
の
役
割
の
重
要
性
が

増
す
と
と
も
に
、
合
併
し
て
ま
も
な
い

新
生
八
女
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
う
え
で
、
身
近
な
メ
デ
ィ
ア
と
し

て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、

八
女
市
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
防
災

情
報
番
組
を
は
じ
め
、
八
女
市
民
に
よ

る
企
画
番
組
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
放
送
し
、
聴
い
て
い
る
皆
さ
ん

が
元
気
に
な
る
よ
う
な
番
組
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
聴

取
を
お
ま
ち
し
て
お
り
ま
す
。

♬
放
送
日
時

12
月
15
日
㈯
18
時
～
24
時

♬
問
い
合
わ
せ

市
長
公
室
企
画
政
策
係

（
☎
２
４・９
０
０
９
）

ソフトバレー１部優勝の「すぷらうど」

八女市元気プロジェクトのメンバー

囲碁ボールの様子

Ｆ
Ｍ
八
女
と
の

コ
ラ
ボ
企
画

八女市元気プロジェクト

特別番組オンエア！
♬放送日時
12月15日㈯18時～24時
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女
性
と
女
児
の
た
め
の
奉
仕
活

動
を
行
っ
て
い
る
国
際
ソ
ロ
プ
チ

ミ
ス
ト
八
女
（
石
橋
厚
子
会
長
）

か
ら
10
月
31
日
㈬
、
八
女
市
立
図

書
館
に
本
86
冊
と
ベ
ビ
ー
カ
ー
２

台
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
団
体

は
、
近
隣
の
市
町
に
本
な
ど
の
寄

贈
を
１
９
９
０
年
か
ら
行
っ
て
お

り
、
今
回
で
23
回
目
と
な
り
ま
す
。

贈
呈
式
で
は
、
石
橋
会
長
か
ら

目
録
が
西
島
教
育
長
に
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
石
橋
会
長
は
「
八
女
市

の
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
に
利
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
話
し
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト

八
女
か
ら
図
書
を
寄
贈

ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

16

日
ご
ろ
の
活
動
の
成
果
を
堂
々
と
発
表

国際ソロプチミスト八女の皆さんと贈られた本とベビーカー

1ふじなみ幼稚園
児による合唱2上
陽北汭学園筝曲部
の琴の演奏3西中
学校ブラスバンド
部による演奏45
筑南小、黒木小の
読書リーダーが読
書活動の様子を発
表6八女茶山唄
を披露する黒木小
学校児童7 往 年
のビートルズナン
バーを演奏し会場
を盛り上げたTHE 
STRiPES

八
女
市
で
は
11
月
５
日
を
「
八
女
市
教
育
の
日
」、

１
日
～
７
日
ま
で
を
教
育
週
間
と
定
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
ち
な
み
11
月
４
日
㈰
、お
り
な
す
八
女
ハ
ー
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル
で
「
八
女
市
教
育
の
日
」
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
第
１
部
で
は
市
内
の
幼
稚
園
児
か
ら
中
学
生

ま
で
の
文
化
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
合
唱
や
演
奏
、
発

表
な
ど
日
ご
ろ
の
活
動
の
成
果
を
堂
々
と
発
表
す
る
姿

に
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

第
２
部
に
は
筑
後
の
ビ
ー
ト
ル
ズ
と
い
わ
れ
るTH

E 
STRiPES

が
登
場
。
往
年
の
ビ
ー
ト
ル
ズ
ナ
ン
バ
ー
は

も
ち
ろ
ん
「
オ
ブ
ラ
デ
ィ
オ
ブ
ラ
ダ
」
や
「
イ
エ
ロ
ー

サ
ブ
マ
リ
ン
」
な
ど
を
会
場
と
一
緒
に
歌
っ
て
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

体育大会への取り組みを通じ、みん
なが力を出し合い補って生まれる力
は、一人ひとりの力をかけ算したよ
うに大きな力になることを体験した
思いを伝えました。社会の中で一人
ひとりはかけ算の法則を担っており、
何をすべきか考えることが社会を明
るくする原動力になると話しました。

小学4年の時に生まれた妹について、
お母さんのお腹の中で生命を芽生え
させ、現在まで成長している妹との
日々を通じて感じ、考えた生命の尊
さや重さを伝えました。自分の周り
への感謝の気持ちを持つことが明る
い社会づくりの一歩となると話しま
した。

利根慎之介さん 吉村憧子さん

八女市
教育の日

1

3

4 5

6

7

2
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八
女
市
未
来
づ
く
り
協
議
会
は

10
月
23
日
㈫
、
お
り
な
す
八
女
は

ち
ひ
め
ホ
ー
ル
で
、「
地
域
づ
く
り

研
修
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
役
員
を
は
じ

め
、
行
政
区
長
や
自
治
公
民
館
長

な
ど
、
地
域
づ
く
り
に
関
心
が
あ

る
住
民
２
０
０
人
近
く
の
参
加
で
、

会
場
は
い
っ
ぱ
い
と
な
り
ま
し
た
。

第
１
部
で
は
、
平
成
23
年
度
に

地
域
づ
く
り
提
案
事
業
を
実
践
し

た
２
団
体
か
ら
事
例
発
表
が
あ
り
、

矢
部
地
域
づ
く
り
協
議
会
（
飯
干

地
区
振
興
協
議
会
）
は
、
仁
田
原

石
義
さ
ん
が
「
臼
の
払
地
区
」
の

先
人
た
ち
が
残
し
た
記
録
・
史
跡

資
料
集
の
作
成
と
史
跡
な
ど
を
巡

る
遊
歩
道
の
補
修
や
周
辺
整
備
に

取
り
組
み
に
つ
い
て
発
表
。
ま
た
、

同
協
議
会
の
石
川
親
次
さ
ん
が
、

木
挽
き
職
人
が
の
こ
ぎ
り
で
木
を

ひ
く
と
き
に
う
た
う
仕
事
歌
「
木

挽
き
唄
」
を
披
露
し
、
会
場
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

大
淵
地
区
自
治
運
営
協
議
会
の

谷
口
健
一
さ
ん
は
、
過
疎
と
少
子

高
齢
化
が
進
む
中
で
、
子
ど
も
た

ち
に
夢
を
、
お
年
寄
り
に
楽
し
み

を
与
え
、
さ
ら
に
都
会
で
暮
ら
す

子
や
孫
た
ち
が
、
大
淵
を
自
慢
し
、

喜
ん
で
遊
び
に
帰
る
「
故
郷
づ
く

り
」
へ
の
思
い
を
熱
く
語
り
ま
し

た
。
ま
た
、
耕
作
放
棄
地
を
開
墾

し
ピ
カ
ピ
カ
の
大
淵
地
区
を
復
元

す
る
「
コ
メ
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

紹
介
で
は
、
地
域
ぐ
る
み
の
活
性

化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
参
加
者

か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。
第
２
部
で
は
、
㈱
地
域
振
興

研
究
所
長
の
須
川
一
幸
さ
ん
が「
地

域
づ
く
り
秘
話
と
リ
ー
ダ
ー
の
役

割
」と
題
し
て
講
演
。「
グ
リ
ー
ン・

ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
」
を
ス
タ
ー
ト

に
、地
域
お
こ
し
を
実
現
し
た
五
ヶ

瀬
町
桑
野
内
地
域
の
紹
介
な
ど
が

あ
り
、
地
域
づ
く
り
を
成
功
さ
せ

る
秘
訣
は
「
歴
史
や
文
化
な
ど
の

地
域
資
源
を
継
承
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
」
と
話
さ
れ
、
参
加
者

も
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

八
女
市
未
来
づ
く
り
協
議
会「
地
域
づ
く
り
研
修
会
」開
催

特色を生かした地域づくりの事例に聞き入っていました

赤く色づき始めた山々の景色も楽しんでいました

色
づ
い
た
山
々
を
眺
め

自
然
の
恵
み
に
感
謝

入
居
者
の
心
を
い
や
す
縁
台

佐
賀
県
の
工
業
高
校
で
建
築
を

学
ぶ
高
校
生
か
ら
、
応
急
仮
設
住

宅
に
住
む
入
居
者
の
皆
さ
ん
に「
木

製
の
縁
台
」
20
脚
が
贈
ら
れ
、
11

月
４
日
㈰
に
贈
呈
式
が
黒
木
総
合

支
所
大
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
縁
台
（
ベ
ン
チ
）
を
製
作
し

た
の
は
鳥
栖
工
業
、
佐
賀
工
業
、

塩
田
工
業
、
唐
津
工
業
、
北
陵
の

佐
賀
県
内
５
つ
の
工
業
高
校
。
こ

の
５
校
は
昨
年
「
縁
台
の
縁
つ
な

ぎ
事
業
」
と
し
て
東
日
本
大
震
災

被
災
地
で
あ
る
石
巻
市
の
仮
設
住

宅
の
入
居
者
に
縁
台
50
脚
を
贈
り

ま
し
た
。
今
回
も
隣
県
で
被
災
さ

れ
た
皆
さ
ん
の
た
め
に
支
援
し
た

い
と
の
思
い
で
縁
台
を
製
作
さ
れ

ま
し
た
。

贈
呈
式
に
は
５
校
の
生
徒
12
人

と
教
職
員
、
仮
設
住
宅
入
居
者
12

人
が
出
席
。
生
徒
代
表
が
「
一
生

懸
命
に
作
っ
た
縁
台
で
ほ
っ
と
し

て
、
疲
れ
た
体
を
休
め
て
く
だ
さ

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
生

徒
ら
が
各
世
帯
に
縁
台
を
運
び
、

縁
台
に
座
っ
て
記
念
撮
影
を
し
た

り
、
言
葉
を
交
わ
し
た
り
し
て
入

居
者
と
ふ
れ
あ
い
、
入
居
者
に
も

自
然
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ひ
と
と

き
と
な
り
ま
し
た
。

頑
張
ろ
う

八
女

（上）手書きのメッセージや絵が描かれた縁台（下）その縁台を前に記念撮
影をする5校の生徒と応急仮設住宅の入居者の皆さん

八
女
市
立
花
町
の
旧
白
木
小
学

校
で
11
月
４
日
㈰
、「
白
木
秋
の

収
穫
祭
＆
文
化
祭
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
秋
ら
し
い
快
晴

に
恵
ま
れ
、
参
加
者
は
色
づ
き
始

め
た
山
々
を
眺
め
な
が
ら
地
元
特

産
品
を
味
わ
っ
た
り
、
太
鼓
の
演

奏
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
い
ま
し
た
。

旧
小
学
校
内
で
は
書
や
絵
画
、
地

元
の
竹
を
使
っ
た
竹
製
品
な
ど
も

展
示
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
の
文
化

活
動
も
紹
介
。
参
加
者
は
「
毎
年

楽
し
み
に
し
て
い
る
」
と
に
こ
や

か
な
表
情
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

自
然
の
恵
み
に
感
謝
し
な
が
ら
住

民
同
士
の
ふ
れ
あ
い
を
は
ぐ
く
む
、

そ
ん
な
地
域
づ
く
り
を
感
じ
る
ひ

と
と
き
で
し
た
。
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
が
奉
仕
作
業

「
が
ん
ば
ろ
う
八
女
」が
合
言
葉 

わ
ら
べ
の
森
王
国
ラ
ン
ド・
秋
ま
つ
り

黒
木
町
笠
原
の
鰐
八
地
区
に
伝

わ
る
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

「
旭
座
人
形
芝
居
」
本
公
演
が
11

月
３
日
㈷
、
旭
座
人
形
芝
居
会
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
明
治
５
年
ご

ろ
に
同
地
区
に
浄
瑠
璃
の
名
人
が

現
れ
、
祝
い
の
席
な
ど
で
徳
利
な

ど
を
人
形
に
見
立
て
て
浄
瑠
璃
に

あ
わ
せ
て
操
っ
た
の
が
始
ま
り
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
７
月
の
九
州
北

部
豪
雨
に
よ
る
被
害
が
甚
大
で
、

公
演
の
開
催
を
危
ぶ
む
声
も
あ
り

ま
し
た
が
、
地
域
住
民
の
熱
意
も

あ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
笠
原
は
豪
雨
災
害
で
大
き
な

被
害
を
受
け
た
が
住
民
一
丸
と
な
っ

て
復
興
に
あ
た
り
、
災
害
に
負
け
ず

に
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
開
催
を
決
め

ま
し
た
。
熱
演
を
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ

さ
い
」
と
川
原
孝
行
同
会
館
運
営

委
員
会
会
長
が
あ
い
さ
つ
。
公
演
で

は
、
旭
座
人
形
芝
居
保
存
会
が
「
寿

式
三
番
叟
」
、「
絵
本
太
功
記
」

尼
ヶ
崎
の
段
を
上
演
。
そ
し
て
、
笠

原
小
学
校
４
～
６
年
生
20
人
が
母

と
娘
の
情
愛
を
描
い
た
「
傾
城
阿
波

鳴
門
」
巡
礼
歌
の
段
を
披
露
。
巧
み

な
人
形
遣
い
と
感
情
あ
ふ
れ
る
熱

演
に
、
会
場
か
ら
は
盛
ん
に
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

上
陽
町
の
わ
ら
べ
の
里
研
修
セ

ン
タ
ー
で
11
月
４
日
㈰
、
わ
ら
べ

の
森
王
国
ラ
ン
ド
・
秋
ま
つ
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
上
陽
町
下
横
山

の
朧
大
橋
（
平
成
14
年
３
月
完
成
）

架
設
工
事
が
始
ま
っ
た
平
成
９
年

に
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の
ま
つ
り
も

今
回
で
16
回
。
定
番
メ
ニ
ュ
ー
と

な
っ
た
「
か
ず
ら
工
芸
体
験
」
の

ほ
か
に
、
石
窯
パ
ン
・
コ
ン
ニ
ャ
ク

づ
く
り
体
験
、
野
遊
び
の
店
、
昔

の
豆
腐
づ
く
り
実
演
な
ど
田
舎
ら

し
さ
を
前
面
に
出
し
た
祭
り
で
す
。

例
年
同
時
開
催
し
て
い
る
マ
ウ

ン
テ
ン
バ
イ
ク
大
会
が
実
施
さ
れ

な
か
っ
た
た
め
来
客
は
少
な
め
で

し
た
が
、
笠
原
ま
つ
り
Ｐ
Ｒ
隊
や

上
陽
町
出
身
の
井
上
雅
之
（
博
多

屋
・
本
店
）
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
７

団
体
が
ス
テ
ー
ジ
に
出
演
し
大
に

ぎ
わ
い
。
立
石
三
義
実
行
委
員
長

（
し
も
や
ま
和
楽
べ
会
々
長
）
は
、

「
地
域
住
民
の
協
力
が
あ
っ
て
今
ま

で
祭
り
を
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
も
、
自
分
た
ち
自
身
が
楽
し

み
な
が
ら
地
域
活
性
化
に
も
つ
な

が
る
活
動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

八
女
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
は
９
月
19
日
㈬
に
黒
木
出

張
所
管
内
（
都
市
計
画
街
路
、
釜

屋
橋
公
園
、
黒
木
公
園
）、
10
月

６
日
㈯
に
立
花
出
張
所
管
内
（
支

所
前
広
場
、
東
駐
車
場
、
資
源
回

収
容
器
倉
庫
）、
11
月
３
日
㈷
に

八
女
本
所
管
内
（
清
水
公
園
、
清

水
町
駐
車
場
、
八
女
公
園
、
鉄

道
記
念
公
園
）
の
各
公
園
や
駐
車

場
な
ど
の
清
掃
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
管
内
合
わ
せ
て

１
７
８
人
の
会
員
が
参
加
。
熱
心

に
草
取
り
、
清
掃
、
草
刈
り
、
剪

定
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
会
員
の

皆
さ
ん
は
、
き
れ
い
に
清
掃
さ
れ

美
し
く
な
っ
た
公
園
な
ど
に
疲
れ

を
忘
れ
、
満
足
そ
う
な
表
情
を
浮

か
べ
て
い
ま
し
た
。

災
害
に
負
け
ず
に
熱
演 

「
旭
座
人
形
芝
居
」本
公
演

土
橋
町
内
会
で
は
土
橋
ふ
れ
あ

い
祭
り
を
10
月
28
日
㈰
、
約
60
人

が
参
加
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
午

前
中
、
土
橋
通
り
の
消
火
栓
を
利

用
し
た
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
土
橋
公
民
館
で
古
殿
先
生

の
指
導
の
も
と
４
チ
ー
ム
に
分
か

れ
て
１
０
０
個
の
玉
を
ど
の
チ
ー

ム
が
早
く
入
れ
る
か
競
う
ゲ
ー
ム

を
、
４
人
に
４
文
字
の
言
葉
を
同

時
に
発
言
さ
せ
て
全
員
が
回
答
す

る
聖
徳
太
子
ゲ
ー
ム
を
し
ま
し
た
。

お
昼
に
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し

み
、
子
ど
も
か
ら
ご
老
人
ま
で
愉

快
に
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

（
小
川
博
文
）

土
橋
ふ
れ
あ
い
祭
り
で

愉
快
に
交
流

幅広い世代で交流を深めました

保存会による「絵本太功記」尼ヶ崎の段の一場面

かずらを使った工芸体験は毎回人気

奉仕作業の様子
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立
花
町
松
尾
地
区
で
10
月
28
日

㈰
に
「
松
尾
百
笑
村
植
樹
祭
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み

は
「
緑
の
募
金
助
成
事
業
」
で
行

わ
れ
た
も
の
で
、
松
尾
弁
財
天
の

賄
い
処
付
近
に
山
桜
や
キ

ン
モ
ク
セ
イ
、
ツ
ツ
ジ
、
サ

ザ
ン
カ
な
ど
約
１
５
０
本

が
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

植
樹
に
は
松
尾
地
区
民

の
ほ
か
、
以
前
か
ら
交
流

の
あ
る
春
日
市
天
神
山
小

学
校
の
児
童
、
辺
春
診
療

所
の
関
係
で
社
会
医
療
法
人
天
神

会
な
ど
か
ら
も
参
加
が
あ
り
、
約

１
０
０
人
が
秋
晴
れ
の
中
、
き
れ

い
な
花
が
咲
く
よ
う
に
と
心
を
込

め
て
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

坂
本
繁
二
郎
画
伯
の
遺
徳
を
し
の
び
、
面
影
に
ふ
れ
る

11
月
３
日
㈷
に
坂
本
繁
二
郎
画

伯
の
遺
徳
を
し
の
び
顕
彰
す
る「
帰

居
祭
」（
八
女
市
・
八
女
文
化
連

盟
主
催
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

八
女
公
園
の
坂
本
画
伯
の
銅
像

前
で
行
わ
れ
た
碑
前
祭
で
は
、
献

茶
、
献
吟
、
献
曲
の
あ
と
、
尺
八

が
演
奏
さ
れ
る
中
、
参
加
者
が
献

花
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
会
場
を

お
り
な
す
八
女
に
移
し
て
た
た
え

る
つ
ど
い
が
開
か
れ
、
八
女
ジ
ュ

ニ
ア
合
唱
団
に
よ
る
合
唱
や
前
石

橋
美
術
館
副
館
長
の
田
内
正
宏
さ

ん
が
講
話
を
行
い
ま
し
た
。
小
学

校
・
中
学
校
・
高
校
の
代
表
４
人

が
坂
本
画
伯
に
つ
い
て
勉
強
し
た

こ
と
や
絵
か
ら
学
ん
だ
こ
と
な
ど

を
発
表
。
服
部
聖
さ
ん
（
八
幡
小

６
年
）
は
「
繁
二
郎
さ
ん
の
愛
し

た
八
女
の
素
晴
ら
し
さ
を
大
切
に

し
て
広
め
て
い
き
た
い
」。
小
川
文

香
さ
ん
（
輝
翔
館
中
等
教
育
学
校

５
年
）
は
「
時
代
を
超
え
て
愛
さ

れ
る
作
品
が
い
ろ
い
ろ
な
人
の
と

こ
ろ
で
生
き
続
け
て
い
っ
て
ほ
し

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
11
月
10
日
㈯
坂
本
繁
二

郎
画
伯
の
旧
居
（
稲
富
）
を
一
般
公

開
し
、
約
90
人
が
見
学
に
訪
れ
ま

し
た
。
坂
本
画
伯
は
明
治
15
年
久

留
米
市
に
生
ま
れ
、
昭
和
６
年
49

歳
の
時
に
八
女
市
緒
玉
に
ア
ト
リ
エ

を
構
え
、
住
居
を
稲
富
に
移
し
ま

し
た
。
今
回
は
画
伯
が
晩
年
ア
ト

リ
エ
と
し
て
使
用
し
た
２
階
部
分
も

公
開
し
ま
し
た
。
訪
れ
た
人
た
ち
は

写
真
や
遺
品
を
眺
め
な
が
ら
、
在

り
し
日
の
画
伯
を
し
の
び
ま
し
た
。

八
女
市
矢
部
村
「
柳
川
市
民
の
森
」
に
お
い

て
10
月
21
日
㈰
、
下
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
矢
部
村
は
平
成
17
年
に
柳
川

市
と
「
水
の
ふ
る
さ
と
協
定
」
を
締
結
し
、
水

と
緑
の
大
切
さ
の
啓
発
と
川
上
と
川
下
の
交
流

を
目
的
に
、
毎
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
下
刈

り
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
公
募
に
よ
り
参
加
さ
れ
た
柳
川
市

民
の
皆
さ
ん
と
八
女
市
関
係
者
に
よ
る
総
勢
51

人
で
、
紅
葉
や
山
桜
が
植
栽
さ
れ
た
森
の
下
草

を
刈
り
ま
し
た
。
小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の
参
加
者
が
、
互
い

に
励
ま
し
合
い
な
が
ら
て
い
ね
い
に
作
業
を
し
、

広
葉
樹
の
成
長
促
進
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
作

業
終
了
後
に
、
み
ん
な
で
食
べ
た
山
菜
ご
は
ん

と
だ
ご
汁
の
味
に
も
大
満
足
の
様
子
で
し
た
。

柳
川
市
民
と
草
刈
で
交
流 

「
柳
川
市
民
の
森
」下
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

き
れ
い
な
花
が
咲
き
ま
す
よ
う
に 

松
尾
百
笑
村
植
樹
祭

参加者全員で記念撮影

住民ら関係者が一つ一つていねい
に願いを込めて植樹しました

（上）銅像前では尺八による曲が演奏されました（中）
旧居公開で資料を見る見学者（下）アトリエとして
使用された２階部分

八女ジュニア合唱団が坂本繁二郎画伯のうた「母の像」などを合唱

帰
居
祭



　
み
ん
な
で
楽
し
く
踊
り
ま
し
ょ
う
。

◦
期
日
＝
12
月
19
日
㈬
19
時
～

◦
会
場
＝
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

◦
参
加
費
＝
７
百
円
（
一
般
）、
５

百
円
（
会
員
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
ク
ラ

ブ
事
務
局
（
☎
２
４
・
１
３
４
０
）

 
　
初
心
者
も
大
歓
迎
で
す
。

◦
日
時
＝
12
月
23
日
㈷
12
時
～

◦
会
場
＝
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
　

◦
参
加
費
＝
７
百
円
（
一
般
）、
５

百
円
（
会
員
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
ク
ラ

ブ
事
務
局
（
☎
２
４
・
１
３
４
０
）

　
だ
れ
も
が
気
楽
に
楽
し
め
る

お
知

ら
せ

　
そ
う
遠
く
な
い
昔
、
八
女
は
櫨

の
産
地
で
し
た
。
櫨
の
蝋
分
は
精

製
さ
れ
、
和
蝋
燭
や
化
粧
品
に
形

を
変
え
ま
す
。
こ
の
機
会
に
櫨
の
こ

と
を
も
っ
と
学
び
ま
し
ょ
う
。

◦
日
時
＝
12
月
２
日
・
９
日
・
16

日
い
ず
れ
も
日
曜
日
９
時
～
12
時

※
9
日
は
荒
木
製
蝋
さ
ん
、
和
ろ

う
そ
く
職
人
の
大
西
さ
ん
、
松
山

櫨
復
活
委
員
会
の
矢
野
さ
ん
も
参

加
さ
れ
ま
す
。
参
加
費
無
料

◦
場
所
＝
べ
ん
が
ら
村
西
側
櫨
畑

◦
問
い
合
わ
せ
＝
う
な
ぎ
の
寝
床
内

（
☎
２
２
・
３
６
９
９
）

◦
日
時
＝
12
月
９
日
㈰
※
岩
戸
山

古
墳
駐
車
場
に
８
時
30
分
集
合

◦
コ
ー
ス
＝
駐
車
場
～
一
念
寺
往
復

（
約
７
㌔
）

◦
参
加
費
＝
会
員
無
料
、
一
般
百
円

（
保
険
料
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
歩
こ
う
会・

鶴
さ
ん（
☎
０
９
０・
３
３
２
６・
３

１
３
３
）

◦
日
時
＝
12
月
16
日
㈰
９
時
出
発

※
小
雨
決
行
・
強
雨
時
は
中
止

◦
集
合
場
所
＝
広
川
町
役
場
駐
車
場

◦
コ
ー
ス
＝
広
川
町
役
場
～
グ
リ
ー

ト
パ
ー
ク
公
園
（
往
復
８
キ
ロ
）

◦
参
加
費
＝
会
員
無
料
、
一
般
１
５

０
円
（
保
険
料
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
世
話
人
・
荒
尾
さ

ん
（
☎
２
３
・
５
４
８
１
）

　
九
州
北
部
豪
雨
復
興
支
援
上
映

会
を
開
催
し
ま
す
。

◦
内
容
＝
追
悼
・
新
藤
兼
人
監
督

作
品
「
一
枚
の
ハ
ガ
キ
」
上
映

◦
日
時
＝
12
月
16
日
㈰
《
１
回
目
》

10
時
30
分
～
《
２
回
目
》
14
時
～

◦
場
所
＝
黒
木
開
発
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

◦
入
場
料
＝
前
売
１
２
０
０
円
（
当

日
１
５
０
０
円
）
※
仮
設
住
宅
に

お
住
ま
い
の
人
を
ご
招
待
い
た
し
ま

す
。事
務
局
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
事
務
局
森
山
さ

ん
（
☎
２
４
・
１
１
７
４
）

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
教
室
で
す
。

室
内
用
運
動
靴
を
持
参
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
12
月
８
日
㈯
20
時
～（
毎

月
第
２
土
曜
日
）

◦
参
加
費
＝
無
料

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ

Ｈ
ク
ラ
ブ
（
☎
２
４
・
１
３
４
０
）

　
野
菜
ソ
ム
リ
エ
と
し
て
多
方
面

で
活
躍
中
の
桑
原
ナ
ミ
さ
ん
を
迎

え
、
子
ど
も
が
ど
ん
ど
ん
食
べ
て
く

れ
る
野
菜
の
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ク
リ
ス
マ
ス
メ
ニ
ュ
ー
の
試
食
、

託
児
あ
り
。
12
月
13
日
㈭
17
時
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
試
食
代
３
０
０
円

◦
日
時
＝
12
月
19
日
㈬
10
時
～
11

時
30
分
　

◦
場
所
＝
黒
木
公
民
館
藤
楠
の
間

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
館
（
☎
４
２
・

９
７
３
０
）

◦
日
時
＝
12
月
11
日
㈫
13
時
30
分

～
16
時

◦
場
所
＝
筑
後
市
サ
ン
コ
ア

◦
内
容
＝ 

①
炎
症
性
腸
疾
患
の
理

解
・
治
療
等
②
食
事
療
法

◦
対
象
＝
炎
症
性
腸
疾
患
の
患
者
、

家
族
※
参
加
費
無
料

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
12
月
4

日
㈫
ま
で
に
電
話
で
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。
県
南
筑
後
保
健
福
祉
環

境
事
務
所
（
☎
０
９
４
４
・
７
２
・

２
６
１
０
難
病
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
）

※
駐
車
場
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
公
共
交
通
機
関
の
ご
利
用

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
12
月
13
日
㈭
14
時
～
16
時

◦
場
所
＝
県
柳
川
総
合
庁
舎
２
階

映
画
を
楽
し
む
八
女
・
筑
後
の
会

ク
リ
ス
マ
ス
社
交
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

囲
碁
大
会

吉
田
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
Ｃ
ｌｕ
Ｂ

年
忘
れ
ウ
オ
ー
ク

炎
症
性
腸
疾
患
（
潰
瘍
性
大

腸
炎
・
ク
ロ
ー
ン
病
）
講
演
会

子
育
て
学
級
公
開
講
座

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
教
室

小
児
救
急
講
演
会

　春の訪れを告げる夢たちばな観梅会
（平成 25 年２月23日㈯～３月３日㈰、谷
川梅林）において、出店者の募集をします。
出店を希望される人はお申込みください。
出店条件等がありますので、詳しいことは
お問い合わせください。
　出店募集締切＝12 月10日㈪　　
　対象＝八女市内に在住または市内に開
業の事業者
　申込・問い合わせ＝立花町観光協会（☎
３７・１０５５）

櫨
開
放
日
～
櫨
ち
ぎ
り
と
ス
ケ
ッ
チ

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業

空き家を売りたい・貸したい人は、
下記までお問い合わせください。
⃝募集対象エリア＝黒木町・上
陽町・立花町・矢部村・星野村
⃝問い合わせ＝空き家バンク情
報センター【黒木総合支所内】
☎４２・１１１１（内線４１１）
★受付時間＝平日9時～17時
※お越しの際は必ず事前にお電
話ください。

空き家情報を募集しています♪

教
室
・
講
座

福岡県の最低賃金
八女労働基準監督署（☎ 23・2121）

福岡県最低賃金 1時間701円 Ｈ24年10月13日
製鉄業、製鋼・製鋼圧
延業、鋼材製造業 1時間 835 円

（効力発生日）

平成 24 年
12 月10日

電子部品・デバイス・
電子回路、電気機械器
具、情報通信機械器
具製造業 

1時間793 円

輸送用機械器具製造業 1時間 816 円
百貨店 , 総合スーパー 1時間764 円
自動車（新車）小売業 1時間 807 円
各種商品小売業 1時間710 円 Ｈ14年12月10日

夢
た
ち
ば
な

観
梅
会
に
出
店

し
ま
せ
ん
か

  ２/23
～３/３
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が
つ
く
っ
た
通
信
制
の
大
学
で
す
。

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
な
ど
幅
広

い
分
野
の
科
目
を
１
科
目
か
ら
自

宅
の
テ
レ
ビ
等
で
学
べ
ま
す
。
15
歳

以
上 （
全
科
履
修
生
は
18
歳
以
上
）

で
あ
れ
ば
無
試
験
で
入
学
で
き
、

学
士（
教
養
）の
学
位
が
と
れ
ま
す
。

短
大
、
専
門
学
校
な
ど
か
ら
も
編

入
学
で
き
ま
す
。
入
学
の
チ
ャ
ン
ス

は
４
月
と
10
月
の
年
２
回
。
大
学

院
も
あ
り
ま
す
。

◦
募
集
期
間
＝
12
月
1
日
㈯
～
２

月
28
日
㈭
※
入
学
相
談
を
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

◦
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
＝
放

送
大
学
福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
２
・
４
７
３
・
１
３
６
５
）

　
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体
育
館

や
運
動
場
を
開
放
し
て
い
ま
す
。
利

用
し
た
い
人
は
必
ず
利
用
者
の
会（
要

事
前
登
録
）
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
１
月
利
用
者
の
会
＝
12
月
22
日
㈯

◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30
分

（
福
島
小
、
長
峰
小
、
福
島
中
）
▽

14
時
15
分
～
（
八
幡
小
、
岡
山
小
、

西
中
）▽
15
時
～（
上
妻
小
、三
河
小
、

南
中
）
▽
15
時
45
分
～
（
忠
見
小
、

川
崎
小
、見
崎
中
、上
陽
北
汭
学
園
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

行
い
ま
す
。
定
員
20
人
、託
児
あ
り
。

◦
内
容
＝
パ
ソ
コ
ン
初
級

◦
期
日
＝
１
月
16
日
～
31
日
の
平
日

10
日
間
（
火
・
水
・
木
・
金
）

◦
受
講
料
＝
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
３

１
５
０
円
程
度
自
己
負
担
）

◦
締
切
＝
12
月
25
日
㈫
必
着

◦
会
場
＝
春
日
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

◦
申
込
＝
県
母
子
家
庭
等
就
業
・

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
２
・

５
８
４
・
３
９
３
１
）
※
申
込
書
は

子
育
て
支
援
課
に
準
備
し
て
い
ま

す
。（
☎
２
３
・
１
３
５
１
）

◦
受
付
期
間
＝
《
推
薦
》
12
月
７

日
㈮
ま
で

《
一
般
》
１
月
７
日
㈪
ま
で

◦
試
験
期
日
＝
《
推
薦
》
１
月
12

～
14
日
ま
で
の
間
の
１
日

《
一
般
》
１
次
試
験
１
月
19
日
㈯
／

２
次
試
験
２
月
２
日
～
５
日
の
間

の
１
日

◦
応
募
資
格
＝
平
成
25
年
４
月
１
日

現
在
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子

◦
問
い
合
わ
せ
＝
自
衛
隊
八
女
地
域

事
務
所
（
八
女
市
本
村
杉
町
６
６

２
‐
５
）
☎
２
４
・
５
１
９
２

　
放
送
大
学
は
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放

送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
、
国

（
柳
川
市
三
橋
町
今
古
賀
８
‐
１
）

◦
テ
ー
マ
「
子
ど
も
の
救
急
疾
患
と

そ
の
対
応
～
そ
ん
な
時
ど
う
し
た

ら
よ
い
の
～
」

◦
対
象
＝
乳
幼
児
の
保
護
者
、
保
育

所
・
幼
稚
園
関
係
者
、
小
児
救
急

に
関
心
の
あ
る
人
。
参
加
費
無
料

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
12
月
10

日
㈪
ま
で
に
県
南
筑
後
保
健
福
祉

環
境
事
務
所

（
☎
０
９
４
４
・
７
２
・
２
１
１
１
）

　
申
込
書
を
12
月
７
日
㈮
ま
で
に

郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
費
２
２
０
円
、
定
員
40
人
。

◦
日
時
＝
12
月
16
日
㈰
９
時
20
分
～

◦
場
所
＝
筑
後
市
サ
ン
コ
ア

◦
内
容
＝
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョン
、
科
学

実
験
・
工
作
、
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ

◦
問
い
合
わ
せ
＝
南
筑
後
教
育
事
務

所
社
会
教
育
室
（
☎
０
９
４
２
・
５

３・７
５
２
４
　
℻
０
９
４
２・５
３・

７
５
２
７
）

　
子
育
て
真
っ
最
中
の
マ
マ
で
、
仕

事
に
就
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
対

象
の
就
活
サ
ポ
ー
ト
講
座
。
定
員

15
人
、
託
児
あ
り
。
※
❶
～
❸
講

座
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◦
会
場
＝
働
く
婦
人
の
家（
立
花
町
）

◦
申
込
締
切
＝
12
月
27
日
㈭

◦
内
容
＝
❶
就
活
準
備
講
座
⑴ 

１

月
16
日
㈬
10
時
～
12
時
30
分
（
仕

事
の
選
び
方
、
履
歴
書
の
書
き
方
、

面
接
の
受
け
方
）
❶
就
活
準
備
講

座
⑵ 

１
月
23
日
㈬
10
時
～
12
時

（
個
別
就
職
相
談
）
❷
ネ
イ
リ
ス
ト

講
座 

２
月
13
日
・
20
日
㈬
※
全
２

回
10
時
～
12
時
、
材
料
費
１
回
千

円
❸
面
接
時
の
メ
イ
ク
法
講
座 

２

月
19
日
㈫
13
時
30
分
～
15
時

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
働

く
婦
人
の
家
（
☎
３
７
・
１
５
２
２
）

　
母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
寡
婦
で

就
職
・
転
職
希
望
者
。
講
習
会
修

了
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
し
て
い

た
だ
け
る
人
を
対
象
に
講
習
会
を

ア
ン
ビ
シ
ャ
ス・青
年
リ
ー
ダ
ー

養
成
事
業
第
２
回
研
修
会

子
育
て
マ
マ
の
就
活
準
備
セ
ミ
ナ
ー

パ
ソ
コ
ン
初
級

自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

放
送
大
学
４
月
入
学
生

就
業
支
援

７
・
14
九
州
北
部
豪
雨
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
様
へ

小
・
中
学
校
の
体
育
施
設
利
用

　岡県弁護士会筑後支部では、今回の豪雨災
害で被災された人を対象に「無料法律相談会」

を実施します。「自宅の被害について損害賠償請求
ができるか？」「土地や住宅の修理費用について請
求されている」等々、被災に関するいろいろな問題
を抱えてお悩みの人はぜひご利用ください。
◦日時＝12 月6日、13日、20日、27日

（毎週木曜日）13 時～16 時までの間
◦場所＝上陽支所および星野支所
１日６人限定で事前予約が必要です。
◦予約・問い合わせ＝弁護士会法律相談センター

（☎０９４２・３０・０１４４）

福
豪雨災害に関する「無料法律相談会」

　災された皆様へ、平成 24 年分確定申告の事
前準備として災害を受けられた際の雑損控除、

災害減免法等についての手続きについて、事前説明
会を開催します。どの会場の出席も可能です。

※自動音声案内に従
い「当税務署にご用
の方（２番）」を選択

（プッシュまたはダイ
ヤル）してください。

◦問い合わせ＝八女税務署
　（☎ 23・5191）

被

日にち 時　間 場　所
12/11

㈫
10時～11時 星野支所 2 階大会議室
14時～15時 黒木総合支所大会議室

12/12
㈬

10時～11時 上陽支所 2 階大会議室
14時～15時 おりなす八女研修棟 2階第３研修室

確定申告期前災害関係説明会税務署による

大正町駐車場

八女市役所
おりなす

税務署

国道442

おりなす八女に参加の人は大
正町駐車場をご利用ください

【 黒木町被災者支援クリスマスコンサート】入場無料◦日時＝12月9日㈰13時30分～◦場所＝ふじの里多目的ホール◦出
演＝木下晴菜、安達ピアノ教室ほか◦問い合わせ＝『がんばろい八女』茶の国レンジャー・中尾さん（☎080・6420・5643）
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市
町
村
立
学
校
の
講
師
、
養
護

助
教
諭
、
学
校
栄
養
士
代
理
職
員
、

学
校
事
務
代
理
職
員
の
希
望
者
を

登
録
し
て
い
ま
す
。
特
に
小
学
校

お
よ
び
中
学
校
国
語
、数
学
、英
語
、

音
楽
の
講
師
希
望
者
が
少
な
い
状

況
で
す
。
該
当
免
許
状
所
持
の
人

は
ぜ
ひ
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
資
格
＝
次
の
免
許
状
・
資
格
を

有
す
る
こ
と
。
取
得
見
込
み
も
可
。

▽
講
師
＝
登
録
を
希
望
す
る
校
種
、

教
科
の
教
育
職
員
免
許
状
▽
養
護

助
教
諭
＝
養
護
教
諭
免
許
状
▽
学

校
栄
養
士
代
理
職
員
＝
栄
養
士
▽
学

校
事
務
代
理
職
員
＝
免
許
状
不
要

※
志
願
書
は
南
筑
後
教
育
事
務
所

で
配
付
。
県
教
育
委
員
会
の
Ｈ
Ｐ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
南
筑
後
教

育
事
務
所
総
務
課
教
職
員
係

（
☎
０
９
４
２
・
５
３
・
７
３
４
２
）

　　
遊
休
農
用
地
の
解
消
や
農
用
地

の
有
効
利
用
の
た
め
、
安
心
し
て
農

用
地
の
貸
し
借
り
が
で
き
る
「
農
用

地
利
用
集
積
事
業
」
制
度
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
約
束
の
期
限

が
く
る
と
離
作
料
な
し
で
農
用
地
が

確
実
に
貸
手
に
返
っ
て
き
ま
す
。
農

用
地
の
新
規
貸
借
や
再
設
定
を
行

う
人
は
本
庁
農
業
振
興
課
お
よ
び

各
支
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
受
付
期
間
＝
12
月
３
日
㈪
～
28
日
㈮

◦
問
い
合
わ
せ
＝
農
業
振
興
課

（
☎
２
３
・
１
１
１
８
）

黒
木
総
合
支
所（
☎
４
２・１
１
１
５
）

立
花
支
所
（
☎
２
３
・
４
９
４
０
）

上
陽
支
所
（
☎
５
４
・
２
２
１
９
）

矢
部
支
所
（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）

星
野
支
所
（
☎
５
２
・
３
１
１
４
）

　
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、

准
看
護
師
、
歯
科
衛
生
士
お
よ
び

歯
科
技
工
士
で
、
現
在
こ
れ
ら
の
免

許
に
か
か
る
業
務
に
従
事
し
て
い
る

人
は
、
２
年
ご
と
に
住
所
・
氏
名
な

ど
を
届
け
出
る
こ
と
が
法
律
で
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
該
当
者
は
、

所
定
の
用
紙
を
勤
務
地
の
県
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
ま
た
は
県
内
の

各
保
健
所
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
出
用
紙
は
、
県
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
ま
た
は
各
保
健
所
に
置
い
て

い
ま
す
。
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◦
提
出
期
限
＝
１
月
15
日
㈫

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
保
健
医
療
介
護

部
医
療
指
導
課
（
☎
０
９
２
・
６
４

３
・
３
２
７
６
）

　
平
成
14
年
に
北
朝
鮮
が
拉
致
を

認
め
５
人
が
帰
国
さ
れ
て
か
ら
10
年

が
経
過
し
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
に
拉

致
問
題
は
未
解
決
の
ま
ま
で
す
。
北

朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題

に
関
す
る
国
民
の
認
識
を
深
め
る
と

と
も
に
、
国
際
社
会
と
連
携
し
つ
つ

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
の
実
態
を
解
明
し
抑
止
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、平
成
18
年
に「
拉

致
問
題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る

人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
に
関
す
る

法
律
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
毎
年
12
月
10
日
か
ら
16
日

ま
で
を
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

啓
発
週
間
」
と
定
め
ま
し
た
。
国
・

地
方
公
共
団
体
の
責
務
等
が
定
め

ら
れ
る
と
と
も
に
、
拉
致
問
題
の
解

決
を
は
じ
め
と
す
る
北
朝
鮮
当
局
に

よ
る
人
権
侵
害
へ
の
対
処
が
国
際
社

会
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
と

さ
れ
る
中
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の

関
心
と
認
識
を
深
め
て
行
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
労
働
委
員
会
で
は
、
労
働
組
合

と
使
用
者
の
労
働
条
件
に
関
す
る

主
張
が
一
致
せ
ず
自
主
的
解
決
が
困

難
な
と
き
、
円
満
で
迅
速
な
解
決
を

図
る
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

使
用
者
が
、
労
働
者
の
団
結
権
を

侵
害
す
る
行
為
（
不
当
労
働
行
為
）

を
行
っ
た
と
き
、
こ
れ
を
排
除
し
公

正
な
労
使
の
関
係
を
回
復
す
る
た

め
の
審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
　

　
弁
護
士
な
ど
の
公
益
委
員
、
労

働
組
合
役
員
な
ど
の
労
働
者
委
員
、

企
業
の
人
事
労
務
担
当
役
員
な
ど

の
使
用
者
委
員
の
三
者
で
構
成
さ

れ
た
合
議
制
の
行
政
機
関
で
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
労
働
委
員

会
（
☎
０
９
２・６
４
３・３
９
８
０
）

　
水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
が
改

正
さ
れ
、
10
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
指

定
物
質
（
水
質
汚
濁
防
止
法
施
行

令
第
3
条
の
3
に
掲
げ
る
物
質
）

に
「
１
，
３
，
５
，
７
‐
テ
ト
ラ
ア

ザ
ト
リ
シ
ク
ロ
［
３
・
３
・
１
・
１
］

デ
カ
ン
（
別
名
ヘ
キ
サ
メ
チ
レ
ン
テ

ト
ラ
ミ
ン
）
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

指
定
物
質
を
製
造
・
貯
蔵
・
使
用

ま
た
は
処
理
す
る
事
業
所
に
お
い
て

は
、
対
象
物
質
の
漏
洩
等
に
よ
り

水
質
事
故
が
発
生
し
、
ま
た
そ
の
恐

れ
が
生
じ
た
と
き
は
、
直
ち
に
応
急

の
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
県
に

届
け
出
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
南
筑
後
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
（
☎
２
２・６
９
６
４
）

　八女市など筑後・朝倉地域の 15 市
町村や経済団体等で構成する筑後地
域雇用創造協議会では、12 月から新た
な「九州ちくご元気計画」をスタートし、
参加者を募集しています。
　「九州ちくご元気計画」は、行政と
民間が連携し、事業参加者の人材育
成、商売繁盛を通じて、地域の雇用創
出と活性化を目指す事業です。これま
で、平成 21年８月から３年以上にわた
り、デザインとＩＴを活用しながら商品
開発や起業・就職を目指す皆さんを支
援し、雇用の創出を行ってきました。そ
して、この地域活性化の取り組みが評
価され、2011年のグッドデザイン賞特
別賞（日本商工会議所会頭賞）を受賞
しました。今回はこれまでの取り組みに
加えて、筑後地域・朝倉地域を実際に
訪ねていただく仕組みづくり（交流人
口を増やすプロジェクト）を通して、更
なる雇用創出を目指します。
　詳しくは事務局まで問い合わせをい
ただくか、ホームページをご覧ください。
◦問い合わせ＝筑後地域雇用創造協議
会（☎０９４２・３２・１１３３）
※「九州ちくご元気計画」
http://kyushu-chikugo.net

安
心
し
て
農
用
地
の
貸
し
借
り

が
で
き
ま
す

看
護
職
員
等
の
業
務
従
事
者
届

労
働
委
員
会
っ
て
ご
存
知
で
す
か
？

12
月
10
日
～
16
日
は
「
北
朝

鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」

水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

商
品
開
発
、

起
業
・
就
職
を

目
指
す
参
加
者
を

募
集
し
ま
す

九州ちくご
元気計画 市

町
村
立
学
校
の
講
師
登
録

制
度
に
つ
い
て

3・7

新事業
スタート!



広報やめ　2012.12.123

無料法律相談
◦12 月20日㈭（12/5 予約開始）、1月10
　日㈭（12/25 予約開始）13:00～16:00 ／
　※予約・法務局八女支局☎２３・２６０３
◦12 月14 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　社会福祉会館　※予約☎ 23・0294
◦12 月 21日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　ふじの里（黒木）※予約☎４２・２１３１
◦12 月 28 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／地域
    福祉センター（上陽）※予約☎５４・３００３
◦ 12 月 21日㈮ 10:00 ～ 12:00／八女
　商工会議所　※予約☎２２・５１６１
男女共同参画推進支援委員相談
◦12月13日㈭13:30 ～ 16:30※予約
　男女共同参画・生涯学習課☎23・1314
女性相談
◦12月20日㈭９:30 ～ 11:30
　／働く婦人の家(立花）
障害者等相談支援センターリーベル出張相談
◦12月18日㈫10:00 ～11：00/黒木総合支
所／問い合わせ＝リーベル☎22・2610
なんでも人権相談（法務局☎23・2603）
◦12月4日㈫13:00 ～ 16:00 ／
　矢部公民館
◦12月5日㈬13:00 ～ 16:00 ／
　星野支所
◦12月7日㈮13:00 ～ 16:00 ／社会
福祉会館／地域福祉センター（上陽）
◦12月12日㈬13:00 ～ 16:00 ／
　立花市民センター
◦12月14日㈮13:00 ～ 16:00 ／
　ふじの里（黒木）
行政相談（総務課☎２３・１１１１）
◦12月19日㈬13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦12月5日㈬、19日㈬9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦12月10日㈪13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦12月10日㈪13:00 ～ 16:00
　／立花市民センター
◦12月4日㈫13:00 ～ 16:00
　／矢部公民館
◦12月12日㈬9:00 ～ 12:00
　／星野支所2階
司法書士相談（社協☎２３・０２９４）
◦12月14日㈮13:30 ～ 16:00

　／ふじの里（黒木）
◦12月21日㈮13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
心配ごと相談（社協☎２３・０２９４）
◦12月5日㈬、19日㈬13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦12月12日㈬、26日㈬13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦12月5日㈬、19日㈬9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦12月12日㈬、26日㈬9:30 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
税務相談
◦12月10日㈪10:00～15:00/商工会議所
社会保険個別相談
◦12月19日㈬10:00～15:00/商工会議所
※久留米年金事務所へ要予約☎0942・33・6215
不動産相談
◦12月26日㈬13:00～15:00/商工会議所
経営支援相談会（中小企業診断士による巡回アドバイス）
◦毎週月曜日13:30～16:30/商工会議所
　※予約☎２２・５１６１
補聴器の修理と相談（福祉課☎23・1335）
◦12月18日㈫13:00 ～ 14:30
　／八女市役所206会議室
◦12月13日㈭９:00 ～ 10:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦12月14日㈮・18日㈫10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦12月18日㈫10:00 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦12月13日㈭11:00 ～12:00 ／矢部公民館
◦12月27日㈭10:00 ～12:00 ／星野支所
家庭児童相談室
◦平日９:30 ～ 16:00 ／市役所内
　※予約（☎２３・１４４８）
◦毎週火曜10:00 ～ 16:00 ／黒木総合
　支所　※予約（☎２３・１４４８）
こころの健康相談
◦毎週月曜日14:30 ～ 16:00
　／南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
　（八女総合庁舎）※予約☎0944・72・2176
エイズ検査　　とエイズ電話相談
◦毎週月曜14:00 ～ 15:00 ／南筑後保
　健福祉環境事務所分庁舎（八女総
　合庁舎）※予約☎0944・72・2812
弁護士多重債務相談

◦毎週火曜13:30 ～ 16:00 ／社会福祉
   会館　※予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦月～金曜８:30～16:30 ／八女市役所
消費生活相談室☎23・1183
◦毎週水曜9:00～16:00 ／黒木総合
支所１階第３相談室☎42・1111
消費生活無料法律相談
◦12月18日㈫13:00～16:00 ／八女市役
消費生活相談室　※予約☎23・1183

教育相談
◦平日９:00～17:00／八女市教育研究
　所※予約☎０１２０・７８４・１１０
教育相談
◦無休・24時間受付／南筑後教育事務所
　※予約☎０９４２・５２・４９４９
交通事故相談
◦平日９:15 ～ 17:00／日本損害保険協
会そんぽADRセンター　ナビダイヤル
※全国共通（☎0570・022808）
犯罪被害者相談電話
◦平日９:00 ～ 17:45 ／県警察本部
　（☎０９２・６３２・７８３０）
難病ホットライン
◦平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉
環境事務所（☎０９４４・７２・２６１０）
多重債務相談
◦平日９:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00/
福岡財務支局 ※予約☎０９２・４１１・７２９１
クレジット・サラ金・ヤミ金・違法年金担保相談
◦平日18:00 ～ 20:00 ／福岡県青年司
法書士協議会（☎０９２・７２４・９５０５）
労働トラブル電話相談
◦毎週火曜日20:00 ～ 21:00 ／福岡県青
年司法書士協議会（☎092・724・9505）
高齢者総合相談窓口（平日8:30 ～ 17:15）

【地域包括支援センター】
八女市地域包括（本所内）☎23・1203
八女市東部地域包括（黒木総合支所
内）☎４２・１１１９

【高齢者相談センター】
社会福祉協議会（☎23・0294）／上陽支
所（☎54・3629）／黒木支所（☎42・2131）
／立花支所（☎37・0036）／矢部支所（☎
47・3123）／星野支所（☎52・3165）

火災出火件数   2件 （  32件）
救急出動件数 248件  （2,554件）
救急搬送人数 248人 （2,482人）

人身事故発生件数 54件 （396件）
傷　　者 78人 （528人）
死　　者 1人 （5人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 68,898 (-98)
男 32,438  (-23)
女 36,460  (-75)

世帯数 24,138  (-36)
　※（　）内は前月比

出生 29 人 転出 197人
転入 150 人 死亡 80人

相談はお気軽にどうぞ

◦固定資産税（第3期） ◦国民健康保険税
（第6期） ◦介護保険料（第6期） ◦後期高
齢者医療保険料（第6期） ◦住宅家賃 ◦保
育料 ◦水道料金・下水道使用料 ◦下水道
受益者負担金 ◦農業集落排水施設使用料 ▼ 10 月の交通事故の状況

▼ 10 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（11月1日現在）

▼10 月の異動
納期限・口座振替日は12月25日火

※納税は、安全便利な口座振替をご利用くださ
い。納期限内の納付にご協力ください。遅れる
と延滞金が加算されることになります。※納付
書をなくされた人は担当課へご連絡ください。

電 話 相 談

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

12
月
に

納
め
る
も
の



●問い合わせ　黒木総合支所産業経済課商
工観光係（☎42・1115）

八
女
市
黒
木
町
の
中
篭
交
差

点
か
ら
南
に
進
み
、
矢
部
川
を
越

え
県
道
を
進
む
こ
と
約
10
キ
ロ
。

元
田
代
小
学
校
の
裏
山
に
田
代

地
区
の
氏
神
で
あ
る
八
龍
神
社
が

あ
り
ま
す
。

八
龍
神
社
は
安
永
２(

１
７
７

３)

年
、
第
７
代
柳
河
藩
主
の
立

花
鑑あ

き
な
お通

公
に
よ
り
再
建
さ
れ
た

も
の
で
す
。
こ
こ
を
拠
点
に
毎
年

12
月
８
日
の
例
祭
日
に
行
わ
れ
る

の
が
「
田
代
の
風
流
」
で
す
。
も

と
も
と
、
立
花
鑑
通
公
が
自
ら

大
名
行
列
を
従
え
、
風
流
を
奉

納
し
て
い
ま
し
た
が
、
藩
公
の
参

向
が
困
難
に
な
り
、
風
流
と
大
名

行
列
を
氏
子
に
教
え
た
も
の
が
、

田
代
の
風
流
の
起
源
と
さ
れ
、
現

在
、
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

例
祭
日
は
、
夜
明
け
前
か
ら
全

員
、
田
代
川
で
禊み

そ
ぎを

し
、
諸
役
ご

と
化
粧
し
て
大
名
行
列
を
仕
立

て
、
神
社
に
向
か
い
ま
す
。
大
名

行
列
は
、
氏
神
が
座
主
の
家
か
ら

神
社
に
お
帰
り
に
な
る
時
の
行
事

で
、
江
戸
時
代
の
風
情
さ
な
が
ら

に
道
中
を
練
り
歩
き
ま
す
。
最

後
に
神
輿
を
社
殿
に
納
め
、
舞
台

上
で
太
鼓
を
た
た
き
な
が
ら
舞
を

奉
納
し
ま
す
。
踊
り
手
の
躍
動

感
あ
ふ
れ
る
舞
で
ク
ラ
イ
マッ
ク
ス

を
迎
え
ま
す
。

２
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
持

ち
、
地
域
住
民
に
よ
り
江
戸
時
代

か
ら
継
承
さ
れ
る
田
代
の
風
流
。

初
冬
の
里
山
を
彩
る
民
俗
芸
能

に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

※本ページ右下のサービス券を田代の風流
の際に物産展会場に持参されるとだご汁を一
杯サービスします。※先着200人
物産展
▷日時＝12月8日㈯　11時～
▷会場＝ＪＡ黒木支店（田代）（元田代小隣り）
もちまきが13時30分から同会場広場で行わ
れます。

茶
の
く
に　
　
　
　
　

◇25

田
代
の
風
流　

八
龍
神
社

よ
か
　
　

と
こ
巡
り

観光振興課 やまぐち

「田代の風流」
◦日時＝12月8日㈯【打
ちはじめ】13時～【大
名行列】13時30分～
◦場所＝黒木町上田代
地区（上田代公民館～
八龍神社）

お兄ちゃんたちに鍛えられ
てたくましく育ってね。お
誕生日おめでとう。

お誕生日おめでとう♡うど
ん大好き咲ちゃん♡元気に
のびのび育ってネ

♡祝1歳♡みこの笑顔でみ
んなを幸せにしてね♡

お誕生日おめでとう。
元気いっぱいすくすく育っ
てね♡

やったぜぃ☆1歳☆おめで
とさん。兄弟仲良く、大き
くな～れョ！

お兄ちゃん、お姉ちゃんと
仲良く遊ぼうね。

☆雪翔☆
祝1歳おめでとう♪笑顔
いっぱい元気に育ってね♡

毎日幸せをたくさんありが
とう。元気いっぱい大きく
なってね。

いつも元気な天ちゃん！か
わいい笑顔で周りを元気に
させてね‼

彩華1歳おめでとう♡たく
さん食べて元気いっぱい大
きくなぁれ♡

1歳おめでとう‼たくさん
のことを吸入して、人生を
楽しんでね。

つばさにぃにぃと仲良く元
気に育ってね☆

ゆきちゃん1歳おめでと♪
いつもみんなを笑顔にして
くれてありがと☆

おてんば凜乃♡1歳おめで
とう！いつも笑顔で元気に
育ってね！

紫乃ちゃん1歳おめでと
う。元気いっぱい優しい子
に育ってね♡

いつも元気モリモリな★柊
人★お誕生日おめでとう。

酒見 侑
ゆ う き

季ちゃん

木下 咲
さ く ま

瞬ちゃん

森松 美
み こ

湖ちゃん

古賀 佑
ゆ う な

奈ちゃん

小森 柊
しゅうや

弥ちゃん

田中 明
あ す か

日香ちゃん

室園 雪
ゆ き と

翔ちゃん

坂田 遥
は る と

仁ちゃん

大隈 天
てんせい

聖ちゃん

堤 彩
あ や か

華ちゃん

濵田 千
ち ひ ろ

尋ちゃん

西木 雫
しずく

ちゃん

信國 結
ゆ き の

姫乃ちゃん

松㟢 凜
り の

乃ちゃん

山口 紫
し の

乃ちゃん

藤田 柊
しゅうと

人ちゃん

Ｈ23年12月1日生（星野村）

Ｈ23年12月12日生（岩崎）

Ｈ23年12月17日生（星野村）

Ｈ23年12月6日生（蒲原）

Ｈ23年12月12日生（岩崎）

Ｈ23年12月18日生（宅間田）

Ｈ23年12月6日生（蒲原）

Ｈ23年12月14日生（室岡）

Ｈ23年12月25日生（豊福）

Ｈ23年12月8日生（馬場）

Ｈ23年12月14日生（稲富）

Ｈ23年12月29日生（久木原）

Ｈ23年12月8日生（岩崎）

Ｈ23年12月14日生（下横山）

Ｈ23年12月10日生（吉田）

Ｈ23年12月15日生（平田）

おたんじょうびおめでとう

▼
復
興
支
援
プ
ロ
レ

ス
。直
前
に
対
戦
カ
ー
ド
は

変
更
、試
合
で
は
場
外
乱
闘
あ

り
、
悪
役
レ
ス
ラ
ー
に
よ
る
凶

器
攻
撃
あ
り
と
、私
自
身
も
で

す
が
、会
場
の
皆
さ
ん
と
て
も

楽
し
ん
で
い
た
よ
う
で
し
た
。

こ
の
模
様
は
12
月
15
日
号
に

掲
載
予
定
で
す
。（
Ｍ
・
Ｍ
）

▼
「
き
れ
い
と
美
し
い
は
違

う
。
そ
の
違
い
が
分
か
る
Ｄ

Ｎ
Ａ
を
日
本
人
は
持
っ
て

る
」。
酒
井
田
柿
右
衛
門
さ
ん

の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
聞
い
た
お

話
。こ
の
言
葉
の
意
味
を
ず
っ

と
考
え
て
い
ま
し
た
。人
間
も

見
か
け
の
き
れ
い
さ
で
は
な
い

本
当
の
美
し
さ
と
は
、や
は
り

そ
の
人
の
生
き
方
に
表
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

し
た
。（
Ｋ
・
Ｓ
）

編
集
後
記

～ あたらしい郷
く に

土づくり ～
ふるさとの恵みを生かし

安心して心ゆたかに暮らせる
交流都市 八女
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♬♪♪♬♩♪♬♩♪♩♬♩♪♬
「田
代の
風流
」物
産展
会場

だご
汁引
換券

（先着20
0人

）茶のくに サ
ービス券

♪♩♬♪♪♬♩♪♩♬♪♪♬♩♪♬♩♪♩
♬♩♬　♪♪♬♩

♪♩♬　♪♪♬♩♪♩♬♪♪♬♩♪♬♩♪♩ＦＭ ＹＡＭＥ 80.1MHz　NOW ON ＡＩＲ! ＦＭ八女制作番組　「がまだすワイド 801」 
毎週月曜～金曜　13：00 ～15：00 生放送！
※20:30～22:10まで毎日再放送しています。

満１歳のお子さまの写真を募集してい
ます。名前・生年月日・住所・簡単な
コメント（30字以内）を添えて、誕生
日前月の7日までに直接お持ちいただ
くか、郵送でお申し込みください。応
募多数の場合は先着順となります。
●申し込み＝市長公室秘書広報係（☎
23・1110）


